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2006（平成18）年４月１日、図らずも佛教大学附属図書館長を拝命しました。それ以来、

４年の長きにわたって図書館長を務めさせていただいたことに心から感謝申しあげますとと

もに、所期の目的を十分達成できず、心苦しく思っています。４年間、どんな思いで図書館

長を務めさせていただいていたか、その「つぶやき」の一部を書き記すことにします。

○　2006（平成18）年４月１日、図書館長拝命。利用者のニーズに最大限配慮した図書館サー

ビスの充実・向上と和やかで働き甲斐のある職場環境の創出に努めたいと決意。利用者の

安全と資料の保全を図るため、図書館１階入り口に入退館ゲート開設。

○　2006（平成18）年６月15日、広島修道大学で開催の私立大学図書館協会2006年度西地

区部会総会に出席。2004（平成16）年の第20回日本図書館協会建築賞に輝いただけに図

書館の施設設備と利用者サービスの素晴らしさに驚嘆。

○　2006（平成18）年10月12日、大学基準協会の「相互評価・認証評価」にかかる実地視察。

常照ホールを主会場に、午前10時から午後５時近くまで。約20分間、図書館の視察あり。

私は大学評価委員会委員長兼任。朝から緊張の連続。12月末、大学基準協会から「相互

評価結果（原案）」送付。図書館の施設設備、地域との共生、専門員制度の導入、通信教

育課程の学生のための送本貸出・返却サービス等に高い評価。

○　2007（平成19）年４月３日、新入生オリエンテーション時に、図書館の存在とサービ

ス活動を紹介するため、図書館利用ガイダンスを初めて実施。図書館長として挨拶。

○　2007（平成19）年４月７日、新図書館開館10周年。新図書館建設は本学の開学80周年

記念事業の一環。開館10周年記念事業は、入学オリエンテーションと重なるため、10月

５日に開催と決定。

○　2007（平成19）年10月５日、新図書館開館10周年記念事業実施。記念講演会とシンポ

ジウムの開催、浄土宗文献室所蔵の『浄土教報』のデジタル化とその公開、記念資料『丹

鶴叢書』の購入、貴重資料の公開、記念グッズの作成・配布など。挨拶で歴代館長、國枝

利久、山田泰嗣、池見澄隆の３先生の功績を称えるとともに、本図書館の機能・サービス

の今後ますますの充実・発展を誓う。

○　2008（平成19）年４月１日、「輪蔵だより」に「私の心に火をともした青春の書12選」

連載開始。「読書離れ」「活字離れ」の進行を食い止めるため、１回生の間に読書の楽しさ

を味わい、読書の習慣を身につけてほしいと願い、恥を忍んで、我が大学１回生時代の読

図書館長４年間のつぶやき
図書館長　山　﨑　高　哉
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書ノートを公開。

○　2008（平成19）年８月26日〜９月21日、日本教育学会第67回大会が８月29、30日に本

学で開催されるのを祝して、本学図書館所蔵の教育学の名著を展示。併せて、京都大学大

学院教育学研究科・教育学部図書室のご好意で、「篠原文庫」―有名な教育学者篠原助市

とご子息陽二両先生の二代にわたる蔵書の集成―から、ペスタロッチとヘルバルトの初版

本を展示。今後も、大きな学会が本学で開催される場合、その開催に協賛して、関係蔵書

の中から名著を選りすぐり展示する予定。

○　2008（平成19）年９月11日〜 12日、國學院大学で開かれた第69回（2008年度）私立大

学図書館協会総会・研究大会に参加。次年度当番校として挨拶。2008年３月に竣工され

たばかりの学術メディアセンター内に設けられた國學院大学図書館の機能の充実振りと貴

重書の質量共の素晴らしさに圧倒される。

○　2009（平成21）年４月１日、「輪蔵だより」に「若者の心をとらえた青春の書12選」連

載開始。私が前任校で、全学の１回生対象の「ポケット・ゼミ」や教育学部の２回生対象

の「教育学基礎演習」で読んだ青春の書のうち人気の高かった12冊を選び、順次紹介。

○　2009（平成21）年８月27日〜 28日、本学で第70回（2009年度）私立大学図書館協会総

会・研究大会開催。初日の開会式に来賓として文部科学省研究振興局情報課学術基盤整備

室長飯澤隆夫氏、情報・システム研究機構国立情報学研究所学術基盤推進部長安達淳氏及

び本協会会長校、関西大学市川訓敏図書館長が臨席、挨拶。また本学の山極伸之学長挨拶。

記念講演は八木透文学部教授による「京都のまつりとくらし」、好評を博す。懇親会はしょ

うざんの楼蘭で。大盛況。本学浜岡政好副学長出席、挨拶。翌日は、情報通信技術の進展

により多様化・大量化している電子媒体と伝統的な紙媒体とを有機的に結びつけ、利用者

に効果的に提供していくハイブリッド大学図書館としての役割をテーマにシンポジウム開

催。先進的な取り組みをしている大韓民国の圓光大学校と東京都千代田区立千代田図書館

から講師を招き、活発な意見交換。成功裡に閉会。

○　2009（平成21）年11月11日、図書館委員会で、通信教育部の参考図書の電子貸出シス

テム導入に関し、その契約に不備があるとともに、手続きに全学的な合意が得られていな

いとの理由で、来年度の予算は認められないとの異議が出る。数回の臨時委員会を開催す

るも了承を得られず、予算計上は断念。我が不徳のいたすところ、責任痛感。

○　2010（平成22）年２月15日、図書委員会で、館長としてその後講じた善後策を説明。

依頼業者との交渉により、契約を結び直したこと、関係部局との話し合いにより、学生サー

ビスの向上のために、この事業を推進することで合意、今後連携・協力のあり方を詰めて

いくこと。図書館委員会で十分な審議を尽くすために、規程改訂の必要性を感じ、館長私

案を作成し、それを基に改訂作業を館内で進め、次期館長に申し送ること。

最後に、21世紀社会の特徴である「知識基盤社会」において、大学図書館もその学術的、

社会的使命を果たすために、ハイブリット図書館化を図り、利用者の学修・教育・研究活動

支援をより一層充実させることを願って止みません。　　　　（教育学部教授・やまざき　たかや）
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本学図書館は、昭和９年鹿ケ谷より校地を
紫野に移し、新学舎が建設されると時を同じ
くして建設された。浄土宗檀信徒上村常治郎
の遺志を受け継いだご遺族の資金提供によ
り、「成徳常照館」と命名された図書館が誕
生した。また昭和38年、開学50周年を期し
て地上２階並びに書庫の増築を行ない、さら
に開学60周年を記念して浄土宗の寺院、同
窓ならびに保護者の支援によって、地上５階
地下１階の複合図書館棟が建設された。私が
学生として在籍した頃のことで、その図書館
棟も紫野校地再整備のため、解体された。

在籍当時の図書館長は、名著『日本文庫史』
をはじめ、本学図書館が編集した『古稀記念
　小野則秋図書館学論文集』などの著作があ
り、日本図書館学の権威であった小野則秋教
授であった。その頃の蔵書数は約15万冊で、
昭和48年４月から日本十進分類表による分
類法（NDC分類）を採用することになった
のである。浄土宗の僧侶養成機関として設立
された本学の蔵書は仏教とくに浄土教関係の
書籍を中心に構築されてきたため、それらに
適用した本学独自の分類法で、龍谷大学図書
館の分類法を参考にしたものであった。しか
し、学部学科の新・増設や学問分野の多様な
展開は蔵書数の増大のみならず内容の多様化
を伴ない、それに対応できる分類法が求めら
れた結果である。

NDC分類への変更は、おもに洋装本を中
心に行なわれたが、和古書については、上記
独自分類のままで凍結し、昭和54年以降和
古書の整理方法を変更し、「国書」「佛書」「宗
書」に分けて分類整理した。
「国書」は、仏教以外の和古書、「佛書」は、

仏教のなかでも浄土宗（『仏書共通分類法』　
188.4）以外の和古書を示し、「宗書」は、『仏
書共通分類法』の浄土宗に分類される和古書
である。

また、カード目録で利用に供していた浄土
宗諸寺院からの寄贈和古書は、寄贈受入時の
受領リストをもとに、存否確認を行いつつ、
再度目録をとりなおしてカードを作成した。

昭和54年３月に『成願寺文庫書籍目録稿』
を皮切りに、昭和55年８月に「酉谷寺文庫」、

同年10月「萬福寺文庫」、昭和61年３月「天
性寺文庫」と、手書きの目録稿が刊行された。
構成について、各文庫は浄土宗、仏教、外典
の３部に分け、50音順の書名索引を付して
いる。

また宗書は、仏教文化研究所により、昭和
55年『佛教大学図書館所蔵和漢書中　浄土
宗学関係書籍目録稿』が作成され、その後の
収蔵書や分類変更分を含めて、作成された目
録カードを縮小し、書名索引を付して昭和
63年６月『佛教大学図書館所蔵和漢書中　
続浄土宗学関係書籍目録稿』が刊行された。

宗書を除く仏書については、昭和63年８
月に『佛教大学図書館所蔵和漢書中　佛書目
録稿』が刊行され、昭和63年刊行された２
つの目録稿が合本され、第１部仏書、第２部
宗書の構成で『佛教大学図書館蔵　佛教関係
和古書目録稿』として刊行された。

国書については、昭和63年10月『佛教大
学図書館蔵　和古書目録稿』が、平成３年１
月『佛教大学図書館蔵　和古書追加目録』が
刊行された。

平成２年頃には日本の大学図書館の目録作
成は、コンピュータの時代へと変わりつつ
あった。平成３年６月、本学でも図書館コン
ピュータシステムの導入が決定され、翌年か
ら本稼動を開始した。学術情報センター（現
国立情報学研究所）に参加接続し、全国の大
学図書館の共同作業によるオンライン・コン
ピュータ目録作成を開始したのである。コン
ピュータ目録へのデータ入力は通常整理から
遡及整理へと拡大し、本学における古典籍も、
現在ではコンピュータにデータ入力すること
で、目録作成、再整理を行い、現代人の利用
者の検索に応えることを目指している。

平成23年、開学100周年を迎えるにあたり、
古典籍の整理、なかでも佛書、宗書、寺院文
庫のデータ入力に努めているところである
が、今後は加えて軸物など視覚的資料につい
ては視覚も導入した目録の構築も考えていか
なければならない。
「佛教大学図書館の歴史と使命―佛教古典籍を中心に―」
（『輪蔵だより』第39号）を加筆訂正したものである。

（図書課長・とうどう　ゆうこう）

藤　堂　祐　亨
佛教大学図書館の古典籍について
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（１）情報リテラシー

現在の大学教育の課題のひとつとして、情

報リテラシー教育の充実がある。さまざまの

情報が〈錯綜〉している中で、それに振り回

されない能力の獲得は必要不可欠の課題であ

る。情報を自由に駆使できるようになるに越

したことはないが、そこに情報リテラシー教

育の目標を定めるのには少し無理がある。し

かし、情報に対して一定の批判的な位置を取

ることは訓練次第で可能になろう。図書館の

重要な使命は、この一端を担うことにある。

コンピューターが支配的になった現在、一

般的に、コンピューターを操作し、資料検索

が速くできれば、リテラシー能力が向上した

ように捉えられる。しかし、それはリテラシー

能力そのものではない。問われるのは、その

内実である。

リテラシーとは、多くの分野で使われ、国

によっても意味が異なっていることばだが、

日本では、読み書き能力または日常生活を送

るうえに必要な能力という意味で使われてき

た。情報リテラシーの定義についても、これ

までさまざまな分野で議論が重ねられてきた。

日本の図書館界では、情報リテラシーとは、

必要な情報を認識し、探索し、読み解き、効

果的に利用・表現する力と理解されている。

（２）図書館利用教育

日本図書館協会によって1998年に発表さ

れた「図書館利用教育ガイドライン：大学図

書館版」（以下，ガイドラインと略す）を取

り上げたい。

1993年９月『図書館雑誌』87巻９号に以下

のガイドラインの素案である、「総合ガイド

ライン」および「大学図書館版」が公表され

た。ここで提示された案は、表１で示すもの

とは異なり、図書館利用教育の目標を「ＰＲ」、

「オリエンテーション」、「利用指導」の３レベ

ルにおいていた。

その後、情報環境の変化に対応するべく検

討され、まとめられたものが、表１のような

５領域、「印象づけ」、「サービス案内」、「情

報探索法指導」、「情報整理法指導」、「情報表

現法指導」である。もし図書館利用教育の目

標が前の３領域にとどまるならば、図書館は

利用者の情報を発信する権利を保証すること

にはならないことになる。「情報整理法指導」

と「情報表現法指導」を付け加えることによっ

て、ガイドラインは図書館として行うべき情

報リテラシー教育支援の全体像を示めし得た

のである。

このガイドラインにおける理論の組み立て

の特徴は、ACRL（Association of College and 

Research Libraries : 米国大学研究図書館協

図書館利用教育
福　井　京　子
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会）の情報探索法指導ガイドライン（Guidelines 

for Bibliographic Instruction in Academic 

Libraries,1977）の考え方を参考にし、その

基本にある非営利機関のマーケティング

（non-profit marketing）の理論を取り入れて

いることである。また、指導目標の特徴とし

ては、近年の情報環境の急激な変化や、日本

このガイドラインの発表にあたって日本図

書館協会図書館利用教育委員会は、ほとんど

の大学で実施されている「オリエンテーショ

ン」レベルを突破して、「最終的には大学教

育のカリキュラムの中にこれを組み込み、全

学的な情報教育の統合化を達成しなければな

らない。このガイドラインはその第一歩とし

て、図書館主体で行う図書館利用教育の体系

化と組織化を図ったものであり、これにより

大学教育に図書館として積極的に貢献するこ

とを目指すものであるi」と述べている。図

書館利用者教育は、情報リテラシー教育の一

での社会的な図書館認知度等を考慮して、

ACRLガイドラインの「情報探索法指導」領

域を中心に据え、その前に「印象づけ」（User 

Awareness）と「サービス案内」（Orientation）

の２領域を置き、その後に「情報整理法指導」

と「情報表現法指導」の２領域を追加して、

合計５領域構成としたことが挙げられる。

環として全学的に取り組むことができるよう

に、教育体制の整備充実を必要としており、

大学図書館はそれに積極的に協力・貢献して

いくことが求められている。

（３）おわりに

いま、大学図書館にとって必要なものは、

学内、学外に対する図書館の位置についての

実証的な説明理論である。そのとき、情報リ

テラシー教育は、図書館の存在意義を明確に

するひとつの大きな役割を果たすはずである。
（図書館情報サービス専門員・ふくい　けいこ）

i　日本図書館協会図書館利用教育委員会『図書館利用教育ハンドブック―大学図書館版』日本図書館協会，2003，p.4
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竹内　明、竹内晋平、東山弘子、牧　剛史、松瀬喜治、宮下照子、
免田　賢

（社会学部）上田道明、大谷栄一、大場吾郎、林　隆紀、松永寛明
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平成21年度図書館関連委員会 委員名簿
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御
伽
草
子
と
は
物
語
の
ジ
ャ
ン
ル
の
ひ
と
つ
で
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代

初
期
ご
ろ
ま
で
に
製
作
さ
れ
た
比
較
的
短
編
の
物
語
で
あ
り
、
中
世
小
説
、
室

町
物
語
、
室
町
小
説
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
御
伽
草
子
に
つ
い
て
は
、『
常

照
』
第
五
十
八
号
に
お
い
て
、
大
坂
の
書
肆
、
渋
川
清
右
衛
門
が
多
く
の
伝
承

作
品
の
中
か
ら
二
十
三
篇
を
輯
め
て
、『
御
伽
文
庫
』（『
御
伽
草
子
』
と
も
）

と
し
て
享
保
（
一
七
一
六
〜
三
六
）
の
頃
に
刊
行
し
た
こ
と
に
そ
の
名
が
由
来

す
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
述
べ
た
。

『
大
江
山
奇
譚
』
は
、『
御
伽
文
庫
』
に
は
「
し
ゆ
て
ん
童
子
」
と
い
う
題
名

で
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
「
酒
呑
童
子
」「
酒
天
童
子
」「
酒
伝
童

子
」「
酒
顛
童
子
」「
酒
呑
童
子
絵
巻
」「
大
江
山
」「
大
江
山
絵
詞
」「
大
江
山

絵
巻
」
等
多
く
の
異
な
る
名
称
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

御
伽
草
子
に
は
『
秋
夜
長
物
語
』『
あ
し
び
き
』『
三
人
法
師
』『
高
野
物
語
』

『
阿
弥
陀
の
本
地
』『
愛
宕
地
蔵
之
物
語
』『
熊
野
の
本
地
』『
梵
天
国
』
な
ど
の

よ
う
に
宗
教
物
と
分
類
さ
れ
、
仏
教
と
深
く
結
び
つ
い
た
作
品
が
多
く
存
在
す

る
。『
大
江
山
奇
譚
』
の
中
で
も
、
天
下
無
双
の
武
者
と
た
た
え
ら
れ
た
源
頼

光
が
、
戦
い
の
前
に
は
神
仏
の
加
護
を
願
い
、
神
仏
の
化
身
に
よ
っ
て
勝
利
に

導
か
れ
る
と
い
う
人
間
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
前
号
に
紹
介
し
た
御
伽
草

子
の
分
類
に
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、
武
家
物
と
い
っ
た
分
類
が
な
さ
れ
る
作
品

で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
の
題
簽
お
よ
び
箱
蓋
に
は
「
大
江
山
奇
譚
」、
箱
側
面
に
は
別

筆
の
墨
書
が「
大
江
山
酒
呑
童
児
物
語
り　

全
三
巻
揃
」と
あ
る
。「
酒
呑
童
子
」

あ
る
い
は
「
大
江
山
絵
詞
」
と
い
う
名
称
が
一
般
的
に
通
用
し
て
い
る
が
、
本

文
内
容
は
、
大
鬼
・
酒
呑
童
子
の
住
処
に
よ
り
大
江
山
系
、
伊
吹
山
系
の
二
系

に
分
類
さ
れ
る
。

本
学
所
蔵
『
大
江
山
奇
譚
』
に
登
場
す
る
酒
呑
童
子
の
住
処
は
「
せ
ん
ち
や

う
か
た
け
」「
大
江
山
」
の
よ
う
な
表
現
が
な
さ
れ
て
お
り
、「
せ
ん
ち
や
う
か

た
け
」
と
は
「
千
丈
ヶ
嶽
」
つ
ま
り
、
丹
波
国
大
江
山
で
あ
り
、
書
名
の
「
大

江
山
奇
譚
」
と
一
致
す
る
。
し
か
し
一
方
で
は
「
み
や
こ
よ
り
北
い
ふ
き
の
す

そ
せ
ん
ち
や
う
か
た
け
」
と
い
っ
た
近
江
国
伊
吹
山
を
思
わ
せ
る
表
現
も
あ
る
。

さ
ら
に
は
、「
丹
波
國
い
ふ
き
」
と
い
う
表
現
も
あ
り
、
伝
承
の
過
程
で
誤
っ

た
も
の
な
の
か
意
図
的
に
表
現
し
た
も
の
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
二
系
が

混
同
さ
れ
て
い
る
。
他
機
関
所
蔵
本
を
見
て
み
る
と
、
大
東
急
記
念
文
庫
本

『
し
ゅ
て
ん
童
子
』
に
は
「
あ
ふ
み
の
国
い
ふ
き
の
ふ
も
と
」
と
出
て
は
く
る

も
の
の
、「
せ
ん
ち
や
う
か
た
け
」（
千
丈
ヶ
嶽
）
と
あ
り
、
本
学
所
蔵
本
ほ
ど

新
収
資
料
紹
介

御
伽
草
子
『
大お

お

江え

山や
ま

奇き

譚た
ん

』

古

川

千

佳



（2）

『
大
江
山
奇
譚
』

の
表
現
で
は
な
い
が
、
伊
吹
山
と
大
江
山
の
混
同
は
他
本
に
も
み
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

本
学
に
は
本
書
と
同
様
に
、
文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
助
成
事
業
の
一
環
と

し
て
設
備
助
成
に
よ
り
購
入
す
る
こ
と
の
で
き
た
『
羅
生
門
』
二
巻
を
所
蔵
し

て
い
る
。
両
者
と
も
、
勅
命
を
受
け
た
源
頼
光
が
、
美
女
を
さ
ら
っ
て
都
を
騒

が
せ
て
い
た
鬼
を
退
治
す
る
と
い
う
共
通
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
基
本
と
な
り
、

体
裁
も
同
じ
く
絵
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
た
奈
良
絵
本
で
あ
る
が
、
表
現
に
は
か

な
り
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。

『
大
江
山
奇
譚
』（『
酒
呑
童
子
』）
に
は
、
美
し
い
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
場

面
が
多
々
見
ら
れ
、
奈
良
絵
本
製
作
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
貴
族
や
大
名

の
姫
君
た
ち
の
嫁
入
り
調
度
品
と
し
て
は
、
あ
ま
り
似
つ
か
わ
し
く
な
い
部
分

も
多
く
含
ん
で
い
る
。

同
じ
主
人
公
に
よ
る
鬼
退
治
談
で
は
あ
っ
て
も
、『
羅
生
門
』
に
は
都
で
の

シ
ー
ン
が
多
く
登
場
す
る
の
に
比
し
て
、『
大
江
山
奇
譚
』
は
そ
の
名
の
ご
と
く
、

都
の
郊
外
、
荒
々
し
い
千
丈
ヶ
嶽
（
大
江
山
）、
不
気
味
な
鬼
ヶ
城
を
描
く
場

面
に
絵
や
詞
の
多
く
が
割
か
れ
て
い
る
。

人
間
が
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
な
険
し
い
山
中
で
、
酒
呑

童
子
は
都
の
貴
族
の
よ
う
な
屋
敷
を
構
え
て
、
客
殿
や
庭
の
し
つ
ら
い
ま
で
な

さ
れ
た
、
表
向
き
に
は
ひ
じ
ょ
う
に
豪
華
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
客
殿
の
床

の
間
に
は
何
の
本
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
冊
子
と
巻
子
が
並
べ
ら
れ
て
い

る
図
も
あ
り
、
知
的
な
生
活
空
間
で
あ
る
こ
と
さ
え
う
か
が
わ
せ
る
一
方
で
、

『
羅
生
門
』
に
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
鬼
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、当
時
の
人
々

が
考
え
て
い
た
残
忍
な
鬼
の
行
為
が
具
体
的
な
表
現
で
描
か
れ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
架
空
の
話
な
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
う
ら
に
は
あ
る
種
、
人
間
の
思
想
が

存
在
す
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
要
素
を
含
ん
だ

作
品
と
い
え
る
。

【
も
の
が
た
り
の
あ
ら
す
じ
】

神
話
の
時
代
を
過
ぎ
た
日
本
で
は
、一
条
院
の
代
に
な
っ
て
国
は
栄
え
、人
々

の
暮
ら
し
も
大
変
よ
く
な
っ
た
が
、
都
か
ら
若
い
女
人
達
が
次
々
と
消
え
失
せ

る
と
い
う
事
件
が
発
生
す
る
。そ
の
数
が
あ
ま
り
に
多
く
な
り
、大
騒
ぎ
と
な
っ

て
、
朝
廷
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。

娘
を
奪
わ
れ
た
池
田
の
中
納
言
國
賢
と
い
う
貴
族
が
、
占
い
が
的
中
す
る
こ

と
で
有
名
で
あ
っ
た
安
倍
晴
明
と
い
う
相
人
を
召
し
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
千

丈
ヶ
嶽
の
鬼
・
酒
呑
童
子
の
仕
業
と
い
う
。い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ

た
國
賢
卿
は
こ
の
こ
と
を
御
門
に
奏
聞
す
る
。
報
告
を
う
け
た
御
門
は
清
和
天

皇
の
流
れ
を
引
き
、
武
芸
に
長
け
る
源
頼
光
に
鬼
退
治
の
勅
命
を
授
け
た
。
頼

光
は
そ
の
四
天
王
で
あ
る
渡
辺
綱
、
坂
田
金
時
、
占
部
季
武
、
碓
井
貞
光
等
を

伴
い
神
の
加
護
を
願
っ
て
石
清
水
八
幡
宮
、
住
吉
社
、
熊
野
社
に
参
詣
し
、
さ

ら
に
藤
原
保
昌
を
加
え
て
、
都
合
六
人
で
千
丈
ヶ
嶽
へ
と
向
か
っ
た
が
、
道
中

険
し
く
、
人
の
通
う
道
と
も
思
え
な
い
山
道
を
進
み
、
よ
う
や
く
鬼
の
城
へ
と

た
ど
り
着
く
。
出
発
前
に
参
詣
し
た
三
所
の
神
仏
の
加
護
と
と
も
に
、
鬼
に
捕

え
ら
れ
て
い
た
姫
達
の
案
内
も
あ
り
危
機
を
乗
り
越
え
る
。
頼
光
は
途
中
で
仏

神
化
身
の
男
達
に
も
ら
っ
て
い
た
毒
酒
を
童
子
、
鬼
の
眷
族
に
飲
ま
せ
、
体
の

自
由
を
奪
っ
た
う
え
で
討
ち
取
り
、
生
き
残
っ
た
姫
達
を
連
れ
て
都
へ
帰
還
す

る
。
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本
学
所
蔵
資
料
『
大
江
山
奇
譚
』
の
書
誌
調
査
に
あ
た
り
、
国
立
国
会
図
書

館
古
典
籍
資
料
室
、
静
嘉
堂
文
庫
、
大
東
急
記
念
文
庫
に
お
い
て
貴
重
な
資
料

の
閲
覧
を
快
く
御
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
書
館
首
席
専
門
員
・
ふ
る
か
わ 

ち
か
）

【
書
誌
】仏

手
柑
に
宝
巻
、
分
銅
、
七
宝
、
丁
子
な
ど
の
宝
尽
を
あ
し
ら
っ
た

文
様
を
織
り
出
し
た
茶
色
地
の
繻
子
織
布
表
紙
に
箱
蓋
書
と
同
筆
で

「
大
江
山
奇
譚
」
と
墨
書
さ
れ
た
金
色
題
簽
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
箱

の
側
面
に
は
「
大
江
山
酒
呑
童
児
物
語
り　

全
三
巻
揃
」「
特
／
第
拾

四
番
」
の
墨
書
も
見
ら
れ
る
。
三
軸
に
仕
立
て
ら
れ
た
巻
子
装
の
見
返

し
に
は
金
の
大
小
砂
子
が
細
か
に
散
ら
さ
れ
、
絵
と
詞
書
の
部
分
が
交

互
に
配
さ
れ
る
絵
詞
の
体
を
と
る
。

本
文
行
間
に
は
、
は
じ
め
は
墨
筆
に
よ
る
薄
い
極
細
の
界
線
が
引
か

れ
て
い
る
が
、
途
中
か
ら
は
押
界
に
よ
っ
て
行
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

本
書
に
は
本
文
本
紙
の
継
ぎ
直
し
、
お
よ
び
絵
と
詞
の
継
ぎ
直
し
等
、

改
装
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
。
改
装
の
折
に
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

本
紙
の
周
り
に
は
軸
装
に
見
ら
れ
る
中
廻
し
の
よ
う
な
布
地
が
ほ
ど
こ

さ
れ
、
絵
の
部
分
に
は
お
そ
ら
く
錯
簡
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

石
清
水
八
幡
宮
、
住
吉
社
、
熊
野
社
三
所
に
参
詣
し
た
の
ち
、
千
丈
ヶ

嶽
に
向
か
っ
た
頼
光
等
は
、
参
詣
し
た
石
清
水
八
幡
宮
、
住
吉
社
、
熊

野
社
三
所
の
神
仏
の
化
身
で
あ
る
男
三
人
に
途
中
の
山
中
で
出
会
う
の

で
あ
る
が
、
そ
の
出
会
う
場
面
と
、
そ
の
の
ち
三
人
の
家
に
招
か
れ
も

て
な
さ
れ
る
場
面
と
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

本
標
題
：
大
江
山
奇
譚

外　

題
：
大
江
山
奇
譚
（
題
簽
）

内　

題
：
無
し

箱
蓋
書
：
大
江
山
奇
譚

通　

称
：
酒
呑
童
子

製　

作
：
江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
か

形　

態
：
巻
子
装

数　

量
：
三
軸

大
き
さ
：
三
六
・
八
㎝
（
紙
高
）、
三
四
・
八
㎝
（
本
紙
高
）

題　

簽
：
金
色
紙

表　

紙
：
茶
色
地
仏
手
柑
宝
尽
文
繻
子
表
紙

見　

返
：
金
砂
子
散
し

本　

紙
：
薄
手
鳥
子
紙
に
奈
良
絵
お
よ
び
墨
書

裏　

紙
：
鳥
子
紙

界　

線
：
墨
界
、
押
界

詞　

書
：
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
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『
大
江
山
奇
譚
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夫
日
本
我
て
う
は
こ
れ
神
國
に
て
天
神
七
代
地
神
五
代
す
き

人
皇
の
代
と
な
り
て
し
や
う
と
く
太
子
は
し
め
て
佛
法
を
ひ
ろ
め
ん

た
め
に
王
と
な
り
て
れ
ん
み
ん
を
は
こ
ひ
じ
ひ
を
た
れ
た
ま
ひ
し

よ
り
し
や
う
む
て
ん
わ
う
ゑ
ん
き
の
み
か
と
ま
て
も
佛
法
王
法
に
侍
り
て

ま
つ
り
こ
と
す
な
ほ
に
し
て
は
ん
み
ん
を
あ
は
れ
み
た
ま
ひ
し
こ
と

唐
帝
の
い
に
し
へ
尭
舜
の
御
代
に
も
こ
へ
つ
へ
し
さ
れ
は
に
や
か
せ

や
わ
ら
か
に
し
て
枝
を
な
ら
さ
す
世
し
つ
か
に
し
て
つ
ち
く
れ
を
破
ら
す

國
土
あ
ん
お
ん
に
し
て
人
民
ま
て
も
た
の
し
み
ゆ
た
か
な
り
し
か
る
に

一
条
院
の
御
宇
に
至
り
て
な
を
佛
法
さ
か
ん
に
し
て
万
民
と
も
に

た
の
し
み
け
る
こ
と
な
の
め
な
ら
す
か
ゝ
り
け
れ
は
武
家
の
ち
う
し
ん
諸
道
の

古
人
い
ん
や
う
の
ま
さ
し
き
に
い
た
る
ま
て
こ
の
時
に
あ
つ
ま
れ
り
上
代

に
も
末
代
に
も
か
程
の
も
の
と
も
あ
る
へ
し
と
も
お
ほ
へ
す
天
下
の
ふ
つ
き

み
こ
と
の
は
ん
し
や
う
今
の
時
な
り
け
れ
は
か
ゝ
る
御
代
に
あ
は
ん
事
あ
る

ま
し
と
そ
申
あ
ひ
け
る
然
に
み
や
こ
に
ふ
し
き
の
事
そ
い
て
き
け
る

人
民
を
ゑ
ら
ま
す
み
め
か
た
ち
の
う
つ
く
し
き
女
房
う
せ
け
る
事
数
し
ら

す
は
し
め
五
人
十
人
は
其
身
の
ふ
し
や
う
か
ま
た
し
ゆ
行
と
ん
せ
い
の
た
め
か

な
と
ゝ
い
ろ
〳
〵
に
い
ゝ
な
け
き
か
な
し
む
と
い
へ
と
も
ひ
ろ
う
す
る
に
て
た
て

な
か
り
し
か
あ
ま
り
に
お
ほ
く
う
せ
け
れ
は
こ
れ
天
下
の
わ
つ
ら
ひ
万
民
の
な

け
き
た
と
へ
ん
に
物
な
し
い
つ
く
よ
り
な
に
も
の
候
と
も
又
は
ま
ゑ
ん
の
し
は

さ
と
も
し
り
た
ら
は
こ
そ
い
か
な
る
ほ
う
へ
ん
も
あ
ら
め
た
ゝ
い
か
ゝ
せ
ん
と
な
け
き

【
翻
刻
】
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か
な
し
む
は
か
り
也
か
ゝ
り
け
る
所
に
池
田
の
中
納
言
國
か
た
の
卿
と
申
人
お
は
し

け
り
み
か
と
の
御
お
ほ
へ
め
て
た
く
し
て
萬
た
か
ら
の
あ
き
み
ち
心
に
か

な
は
す
と
云
事
な
し
然
に
う
つ
く
し
き
姫
君
壱
人
も
ち
給
ふ
め
て
た
く

心
さ
ま
い
み
し
か
り
け
れ
は
國
か
た
卿
た
く
ひ
な
く
世
に
な
き
も
の
ゝ
や
う
に

も
て
な
し
か
し
つ
き
給
ふ
所
に
あ
る
夜
の
夜
半
に
く
れ
に
う
せ
て
見
え
た
ま

は
す
父
母
の
御
な
け
き
な
の
め
な
ら
す
天
に
あ
ふ
き
地
に
ふ
し
て
も
た
へ
給
ふ

あ
ま
り
の
御
事
に
や

仏

社
に
ま
い
り
て
色
〳
〵
の
願
を
た
て
さ
ま
〳
〵
に

心
を
つ
く
し
て
此
姫
君
の
有
所
を
そ
い
の
り
給
ふ
人
の
お
や
の
な
ら
ひ
高
き
も

く
た
れ
る
も
子
を
あ
は
れ
む
も
の
そ
か
し
ま
し
て
た
ゝ
一
人
の
姫
君
を
う
し

な
ひ
給
ふ
御
心
の
う
ち
い
か
は
か
り
か
侍
る
ら
ん
と
よ
そ
の
袂
ま
て
し
ほ
り
け
り

し
か
る
所
に
せ
い
め
い
と
い
ふ
ま
さ
し
き
さ
う
人
侍
り
け
り
す
ひ
て
う
は
た
な

こ
ゝ
ろ
を
さ
す
か
こ
と
く
天
魔
あ
く
り
や
う
も
お
そ
れ
を
な
す
ほ
と
の
め
い

よ
の
そ
う
人
な
り
か
れ
を
め
し
て
の
た
ま
は
く
我
執
柄
の
家
に
生
れ
ゑ
い

く
わ
身
に
あ
ま
り
く
わ
ん
ら
く
心
に
ま
か
せ
何
事
に
つ
け
て
も
心
に

ふ
そ
く
な
し
し
か
る
に
わ
れ
一
人
の
子
を
も
つ
身
に
か
へ
大
事
の
た
か
ら

よ
り
も
お
も
く
あ
ら
き
風
に
も
あ
て
し
と
お
も
ひ
し
に
行
か
た
し
ら
す
う
し

な
ひ
て
侍
れ
は
心
の
う
ち
お
し
は
か
り
給
ふ
へ
し
よ
く
〳
〵
か
ん
か
へ
て

今
一
度
か
は
ら
ぬ
す
か
た
を
あ
ひ
み
せ
て
た
へ
と
仰
せ
け
れ
は
せ
い
め
い

七
日
七
夜
を
こ
な
ひ
て
か
ん
か
へ
き
し
て
國
か
た
に
た
て
ま
つ
る
其
文
に

い
わ
く
み
や
こ
よ
り
北
い
ふ
き
の
す
そ
せ
ん
ち
や
う
か
た
け
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
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▲
一
人
娘
を
奪
わ
れ
た
國
賢
卿
の
屋
敷
に
安
倍
晴
明
が
招
か
れ
、

　
姫
の
行
方
を
占
っ
て
い
る
場
面
。
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『
大
江
山
奇
譚
』

▲
國
賢
卿
に
占
い
の
結
果
を
報
告
す
る
安
倍
晴
明
。

岩
や
あ
り
す
な
は
ち
お
に
の
す
み
か
な
り
か
の
お
に
の
名
を
は
酒
呑
童
子

と
い
ふ
な
り
こ
の
お
に
の
し
わ
さ
な
り
姫
君
は
い
ま
た
し
ゝ
た
ま
は
す
我

神
符
を
も
つ
て
か
の
お
に
の
死
を
の
か
れ
て
父
母
の
こ
う
か
ん
に
い
れ
ん

と
き
し
申
し
た
り
け
れ
は
國
か
た
の
卿
此
よ
し
を
聞
た
ま
ひ
て
な
の
め
な
ら
す
に

お
ほ
し
め
し
け
れ
は
か
の
か
ん
も
ん
を
も
て
み
か
と
へ
そ
う
も
ん
し
給
ふ
所
に



（9）

み
か
と
大
き
に
よ
ろ
こ
ひ
給
ひ
す
な
は
ち
く
き
や
う
せ
ん
き
あ
り
て
諸
家

の
儀
を
も
の
へ
ら
れ
け
り
あ
る
大
臣
申
さ
れ
け
る
は
む
か
し
も
さ
る
こ
と

あ
り
さ
か
の
天
皇
の
御
宇
に
人
民
お
ほ
く
う
せ
し
か
は
國
土
の
な
け
き
申

は
か
り
な
し
そ
の
時
に
弘
法
大
師
は
ち
よ
く
を
う
け
て
し
ゆ
そ
せ
し
め
た

ま
ひ
し
そ
の
ゆ
へ
に
人
の
う
す
る
こ
と
は
と
ゝ
ま
り
き
今
の
世
に
さ
や
う
の

し
ゆ
そ
す
へ
き
か
う
け
ん
の
そ
う
も
あ
る
へ
か
ら
す
た
ゝ
こ
と
の
心
を
あ
ん
す
る

に
天
下
に
武
士
を
お
か
る
ゝ
事
は
い
て
き
の
も
の
を
た
い
ち
せ
ら
れ
ん
か

為
な
り
こ
ゝ
に
攝
津
守
頼
光
と
申
は
清
和
天
皇
の
後
胤
と
し
て

武
藝
の
き
り
や
う
た
り
ち
か
ら
人
に
す
く
れ
そ
の
た
け
き
こ
と
は
ん
く
わ
い

ち
や
う
り
や
う
に
も
す
く
れ
ま
な
こ
の
ひ
か
り
神
通
を
そ
な
へ
自
他
の
善

悪
を
よ
く
さ
と
り
み
る
こ
と
た
な
こ
ゝ
ろ
を
さ
す
か
こ
と
し
さ
れ
は
神
慮
も

こ
れ
を
こ
か
し
て
ん
ま
も
お
そ
れ
ぬ
へ
し
い
に
し
ゑ
い
ま
に
あ
り
か
た
き

武
将
な
り
と
申
さ
れ
け
れ
は
諸
卿
一
同
し
て
も
つ
と
も
此
義
し
か
る
へ
し

と
て
頼
光
を
め
さ
れ
け
り
頼
光
勅
に
し
た
か
ひ
参
内
せ
ら
れ
け
る
四

天
わ
う
と
聞
へ
け
る
つ
な
き
ん
と
き
さ
た
み
つ
す
へ
た
け
め
し
く
し
て
南
殿

ま
て
そ
ま
い
ら
れ
け
る
す
な
は
ち
國
か
た
の
卿
を
も
つ
て
仰
く
た
さ
れ
け
る
は

な
ん
ち
て
ん
め
い
を
う
け
て
朝
敵
を
た
い
ら
け
天
下
に
威
を
ふ
る
う
こ
と

度
々
に
お
よ
へ
り
さ
れ
は
國
土
を
は
こ
く
み
万
民
に
あ
わ
れ
み
を
な
し
け
る

所
に
か
ゝ
る

の
い
て
き
た
る
こ
と
こ
れ
ま
る
か
た
め
に
は
ふ
か
き
朝
敵
也

い
ふ
き
の
す
そ
せ
ん
ち
や
う
か
た
け
と
い
ふ
處
に
お
に
あ
り
い
そ
き
か
の
所

に
お
も
む
き
て
鬼
神
を
ほ
ろ
ほ
し
て
國
家
の
い
き
と
お
り
を
や
す
め
万
民

の
な
け
き
を
と
ゝ
め
は
ま
る
か
た
め
に
は
な
ら
ひ
な
き
忠
節
な
ん
ち
か
た
め

に
は
き
た
い
の
め
い
よ
な
る
へ
し
と
仰
く
た
さ
れ
け
れ
は
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『
大
江
山
奇
譚
』

▲
◀
晴
明
の
占
い
の
結
果
を
受
け
て
、
鬼
退
治
の
勅
を
受
け
る
源
頼
光
等
。
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頼
光
ち
よ
く
を
う
け
て
や
す
〳
〵
と
り
や
う
し
や
う
申
我
宿
所
に
帰
り
て

四
天
わ
う
の
人
〳
〵
に
ひ
や
う
じ
や
う
せ
ら
れ
け
る
は
よ
く
〳
〵
こ
と
の
心
を
あ

む
す
る
に
凡
夫
の
ち
か
ら
に
て
は
お
よ
ひ
か
た
し
佛
神
の
御
か
こ
を
た
の
み

奉
り
申
さ
ん
こ
れ
國
土
民
の
た
め
な
れ
は
な
と
か
神
明
も
御
納
受
な

か
る
へ
き
と
お
の
〳
〵
神
社
に
参
詣
し
て
い
の
り
申
さ
れ
け
る
ま
つ
頼
光

は
八
幡
宮
に
ま
い
り
三
日
三
夜
こ
も
り
給
ひ
し
に
御

夢
を
か
う

ふ
り
て
す
な
は
ち
よ
ろ
こ
ひ
て
ほ
う
へ
い
を
奉
り
給
ひ
け
り
つ
な
き
ん
時

は
住
よ
し
へ
ま
い
り
け
り
さ
た
み
つ
す
へ
た
け
は
熊
野
三
所
を
勧

請
し
て
き
せ
い
の
た
な
こ
ゝ
ろ
を
あ
わ
せ
け
り
頼
光
の
た
ま
ひ
け

る
は
そ
ん
す
る
む
ね
あ
り
大
せ
い
は
か
な
ふ
ま
し
な
ん
ち
ら
は
か
り
召

く
す
へ
し
そ
の
ほ
か
保
昌
を
か
た
ら
ふ
へ
し
と
て
つ
れ
ら
れ
け
る

都
合
六
人
を
の
〳
〵
め
ん
め
ん
に
出
立
て
み
な
〳
〵
山
ふ
し
の
姿
に

な
り
て
お
ひ
を
一
ち
や
う
つ
ゝ
か
け
ら
れ
た
り
頼
光
の
お
ひ
の
中

に
は
ひ
お
と
し
の
は
ら
ま
き
に
獅
子
王
と
い
ふ
か
ふ
と
を
そ
へ
て

▲
鬼
退
治
に
向
か
う
前
に
神
仏
の
加
護
を
得
る
た
め
、
参
詣
す
る
場
面
。
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▲
石
清
水
八
幡
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『
大
江
山
奇
譚
』

熊
野
社
▼

頁
上
段
　
石
清
水
八
幡

頁
下
段
　
住
吉
社

（13）（13）



（15）

い
れ
ら
れ
た
る
く
も
き
り
と
て
二
つ
の
つ
る
き
有
二
三
尺
あ
り
け
る
ち

す
い
を
そ
入
ら
れ
た
る
保
昌
は
む
ら
さ
き
い
と
お
と
し
の
は
ら
ま
き
に
い
わ

き
り
と
い
ふ
小
長
刀
の
二
三
尺
あ
ま
り
あ
り
け
る
を
な
か
ご
を
う
ち
き
り

つ
か
を
三
束
計
に
こ
し
ら
へ
て
馬
の
尾
を
も
つ
て
ね
た
ま
き
に

ま
か
せ
た
り
け
る
を
い
れ
ら
れ
け
り
つ
な
は
も
よ
き
の
は
ら
ま
き
に

鬼
き
り
と
い
ふ
う
ち
刀
を
二
尺
あ
ま
り
に
こ
し
ら
へ
た
る
太
刀
を
い
れ

け
る
の
こ
る
人
々
も
お
も
ひ
〳
〵
に
こ
し
ら
へ
て
お
ひ
の
中
へ
そ
入

に
け
り
お
の
〳
〵
六
人
都
を
た
ち
て
丹
波
國
い
ふ
き
の
わ
き
に

つ
き
け
れ
は
大
江
山
と
た
つ
ね
せ
ん
じ
や
う
か
た
け
を
人
こ
と
に
尋

け
れ
と
し
ら
す
と
こ
そ
は
こ
た
へ
け
る

さ
て
も
大
江
山
を
こ
へ
野
を
す
き
行
こ
と
か
ぎ
り
な
し
た
ま
し
い

お
そ
れ
て
め
も
心
も
ま
よ
ひ
身
も
く
る
し
み
す
い
な
ふ
を
く
た
き
ぜ
ん
ご

ぼ
う
ぜ
ん
と
し
て
そ
お
ほ
し
け
る
野
く
れ
山
く
れ
行
ほ
と
に
大
な
る

ほ
ら
あ
り
い
そ
き
た
ち
よ
り
見
る
に
立
家
あ
り
五
十
あ
ま
り
成

お
と
こ
二
人
山
伏
壱
人
立
た
り
つ
な
申
け
る
は
こ
の
も
の
と
も
は
鬼
の

け
ん
そ
く
と
も
と
お
ほ
へ
て
候
こ
れ
ら
を
と
ら
へ
て
事
の
子
細
を
お
た
つ
ね

は
や
と
申
け
れ
は
頼
光
の
た
ま
ひ
け
る
は
ま
つ
し
は
ら
く
か
れ
ら
に
心
を

つ
け
な
は
あ
し
か
る
へ
し
い
か
に
も
〳
〵
し
の
ひ
よ
り
て
よ
き
や
う
に
あ
い
し

ら
い
て
心
を
と
り
城
の
う
ち
の
あ
ん
な
い
を
も
た
つ
ね
侍
ら
ん
と
て
か
の

者
と
も
に
の
た
ま
ひ
け
る
や
う
は
こ
れ
は
諸
國
修
行
の
行
人
に
て
候
か
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み
ち
に
ふ
み
ま
よ
ひ
て
來
り
候
こ
ゝ
お
は
い
か
な
る
所
と
か
申
そ
大
道
へ
は

い
つ
か
た
へ
出
候
へ
き
そ
と
と
へ
は
あ
ら
お
そ
ろ
し
や
い
か
な
る
人
達
な
れ
は

こ
の
所
へ
は
き
た
り
給
ふ
ら
ん
こ
れ
こ
そ
よ
そ
へ
も
き
こ
へ
候
せ
ん
ち
や
う
た

け
お
に
か
岩
や
と
申
と
こ
ろ
に
て
候
へ
よ
の
つ
ね
の
人
は
き
た
る
こ
と
は
な
し

あ
れ
を
見
た
ま
へ
ほ
り
の
む
か
い
に
候
山
よ
り
せ
ん
ち
や
う
か
た
け
と
申
て
鳥

た
に
も
か
よ
ひ
か
た
し
あ
の
山
の
あ
な
た
に
鬼
か
い
わ
や
と
て
あ
り
け
る

な
り
さ
て
こ
そ
お
に
の
け
ん
そ
く
と
も
か
時
〳
〵
い
て
ゝ
あ
そ
ひ
候
へ

は
や
〳
〵
か
へ
り
給
へ
と
そ
申
け
る
か
や
う
に
申
わ
れ
ら
を
お
に
の

ぶ
る
ひ
と
お
も
ひ
給
ふ
へ
か
ら
す
我
〳
〵
も
さ
り
か
た
き
人
を
鬼
に

と
ら
れ
て
こ
の
か
た
き
を
と
ら
ん
か
た
め
に
こ
の
所
に
は
候
へ
と
も
わ
れ
ら
か

ち
か
ら
は
か
り
に
て
は
か
な
ひ
か
た
く
し
て
年
月
を
此
山
に
お
く
り
候

な
り
め
ん
〳
〵
も
心
お
き
給
ふ
へ
か
ら
す
か
た
〳
〵
を
み
た
て
ま
つ
る
に

た
ゝ
人
に
て
は
ま
し
ま
さ
す
こ
れ
へ
入
給
へ
委
物
語
申
さ
ん
と
て
う
ち
へ

し
や
う
し
入
て
か
た
り
け
る
い
か
に
も
こ
の
も
の
ゝ
心
を
と
ら
ん
と
て
酒
ひ

と
つ
と
り
出
し
て
す
ゝ
め
け
り
三
人
の
中
に
も
主
壱
人
あ
り
と
お

ほ
し
く
て
座
上
に
い
た
り
お
き
な
さ
か
つ
き
を
ひ
か
へ
て
申
や
う
か
た
〳
〵



（17）

▲
参
詣
後
、
鬼
の
住
処
に
向
か
う
途
中
で
出
遭
っ
た
三
人
の
男
達
の
家
に
立
ち

寄
っ
た
頼
光
一
行
。

　
出
遭
う
場
面（
後
出
）と
の
錯
簡
が
考
え
ら
れ
る
。



（18）

『
大
江
山
奇
譚
』

の
さ
ほ
う
見
る
に
ふ
か
く
ね
ん
し
給
ふ
こ
と
あ
り
の
ま
ゝ
に
か
た
り
た
ま
ふ

へ
し
我
等
も
ち
か
ら
を
あ
わ
す
へ
し
お
に
か
い
わ
や
の
あ
り
様
を
く

は
し
く
そ
ん
し
て
候
へ
は
お
し
へ
申
へ
し
せ
ん
き
ま
ん
き
を
そ
つ
し
て

む
か
ひ
給
ふ
と
も
人
の
ち
か
ら
は
か
り
に
て
は
ゆ
め
〳
〵
か
な
ふ
へ
か
ら
す

神
明
の
か
ご
を
も
つ
て
ほ
ろ
ほ
し
た
ま
へ
と
二
心
な
け
に
そ
申
け
る

心
の
ほ
と
う
ち
と
け
て
そ
か
た
ら
ひ
け
る
頼
光
い
か
さ
ま
氏
神
の

ち
か
ら
を
そ
へ
給
ふ
に
や
と
た
の
も
し
く
お
ほ
し
め
し
て
有
の
ま
ゝ
に



（19）

▲
参
詣
後
、
鬼
の
住
処
の
千
丈
ヶ
嶽
に
向
か
う
途
中
で
三
人
の
男
達
に
出
遭
う

頼
光
一
行
。

　
出
遭
っ
た
男
達
の
家
に
立
ち
寄
る
場
面（
前
出
）と
の
錯
簡
が
考
え
ら
れ
る
。
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『
大
江
山
奇
譚
』

そ
か
た
り
給
ひ
け
る
三
人
の
人
々
の
た
ま
ひ
け
る
は
御
こ
ゝ
ろ
さ
し

あ
さ
か
ら
す
あ
り
か
た
く
お
も
ひ
た
て
ま
つ
る
わ
れ
ら
も
御
と
も
申
へ

し
と
の
た
ま
ひ
け
る
そ
の
時
同
心
に
い
た
り
け
る
お
き
な
仰
候
は

此
お
に
も
酒
を
あ
ひ
し
て
の
む
う
へ
は
身
の
う
す
る
こ
と
も
し
ら
す

う
ち
と
く
る
も
の
に
て
候
へ
は
こ
の
酒
を
よ
く
〳
〵
の
ま
せ
て
め
ん
〳
〵

は
あ
ひ
か
ま
へ
て
一
く
ち
も
ま
い
り
給
ふ
へ
か
ら
す
こ
れ
は
す
な
は
ち

毒
酒
に
て
候
な
り
と
て
う
ち
よ
り
酒
を
と
り
い
た
し
て
か
た
〳
〵
の

さ
ゝ
い
の
あ
き
た
る
に
そ
入
て
も
た
せ
け
る
又
ほ
う
し
か
ふ
と
壱
つ
と
り

い
た
し
頼
光
に
た
ま
は
る
と
て
と
き
ん
下
に
き
給
ふ
へ
し
此
鬼
は
神

通
の
ま
な
こ
を
も
つ
て
そ
の
人
を
よ
く
〳
〵
み
て
人
の
こ
ゝ
ろ
の

う
ち
を
も
し
る
も
の
な
り
こ
の
か
ぶ
と
た
に
も
き
た
ま
ひ
な
は
そ
れ
を

し
る
事
ゆ
め
〳
〵
有
へ
か
ら
す
そ
の
身
の
つ
ゝ
か
も
有
ま
し
た
の

も
し
く
お
ほ
し
め
し
候
へ
と
こ
そ
の
た
ま
ひ
け
る

か
の
鬼
は
神
通
自
在
に
し
て
人
を
た
ふ
ら
か
し
た
し
ぬ
き
其

は
か
り
こ
と
の
か
し
こ
き
こ
と
は
中
〳
〵
こ
と
は
に
の
へ
か
た
く
よ
く
〳
〵
心

へ
給
ふ
へ
し
と
て
三
人
の
人
々
の
た
ま
ひ
け
る
は
お
の
〳
〵
こ
の
池

を
こ
へ
た
ま
は
ん
こ
と
あ
り
か
た
し
と
て
ま
つ
三
人
は
た
や
す
く
と
ひ

こ
へ
む
か
い
に
大
な
る
ま
き
の
木
あ
り
こ
れ
を
お
し
た
お
し
は
し
に
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う
ち
わ
た
し
は
や
わ
た
り
給
へ
と
の
た
ま
ひ
け
れ
は
を
の
〳
〵
六
人
め
を

見
合
て
す
こ
し
も
い
そ
き
わ
た
り
給
ふ
か
の
せ
ん
ち
や
う
か
た
け
と
申
は

見
る
に
は
ん
し
や
く
こ
と
〳
〵
く
に
雲
を
ひ
き
れ
い
〳
〵
た
る
岩
ほ

千
谷
に
ふ
さ
か
り
て
人
の
通
路
も
な
し
ほ
う
せ
ん
た
る
所
に
た
ゝ

三
人
の
人
々
を
さ
き
に
た
て
ゝ
い
た
り
け
り
あ
る
ひ
は
さ
か
し
き

道
を
は
よ
き
ま
さ
か
り
を
も
つ
て
足
か
た
を
う
ち
手
を
と
り
て

ひ
き
の
ほ
せ
ら
れ
け
る
こ
の
人
々
の
あ
り
さ
ま
た
ゝ
こ
と
ゝ
も
お
ほ

へ
す
い
よ
〳
〵
行
す
へ
も
た
の
も
し
く
お
ほ
へ
け
り
こ
ゝ
に
大
な
る
岩

あ
な
有
け
る
に
内
に
入
て
み
る
に
く
ら
き
事
か
き
り
な
し
せ
ん
こ
も

お
ほ
へ
す
お
そ
ろ
し
さ
は
い
ふ
は
か
り
な
し
し
か
り
と
い
へ
と
も
三
人
を
せ
ん

た
ち
と
し
て
行
共
〳
〵
道
も
な
し
か
の
一
行
あ
し
や
り
の
る
さ
い

の
み
ち
に
お
も
む
き
て
あ
ん
け
つ
た
う
に
ま
よ
ひ
し
も
こ
れ
に
は
い
か
て

ま
さ
る
へ
き
と
そ
お
ほ
へ
し
い
ま
は
五
六
里
も
す
き
ぬ
ら
ん
と
お
も

ひ
し
に
ほ
の
〳
〵
と
あ
か
き
所
に
そ
出
た
り
け
る
ま
た
此
さ
き
に

川
あ
り
と
の
た
ま
ひ
け
る
こ
の
川
に
つ
き
て
の
ほ
る
へ
し
か
な
ら
す
鬼

の
城
に
て
は
ち
か
ら
を
あ
わ
せ
申
へ
し
た
の
も
し
く
お
も
ひ
た
ま
ふ

へ
し
わ
れ
〳
〵
を
は
い
か
な
る
も
の
と
か
お
も
ひ
給
ふ
ら
ん
こ
れ
は
八
幡

す
み
よ
し
熊
野
ゝ
権
現
の
す
い
し
や
く
な
り
と
の
た
ま
ひ
て

か
き
け
す
や
う
に
う
せ
た
ま
ひ
け
る
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『
大
江
山
奇
譚
』

▲
三
人
の
男
達
の
家
で
も
て
な
し
を
受
け
る
頼
光
一
行
。
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か
ゝ
り
け
れ
は
頼
光
以
下
の
人
々
行
す
へ
猶
た
の
も
し
く
覚
し

め
し
い
よ
〳
〵
い
さ
め
る
こ
ゝ
ろ
つ
き
て
こ
の
川
に
つ
ゐ
て
の
ほ
り

け
る
こ
ゝ
に
年
の
ほ
と
十
八
九
は
か
り
な
る
女
房
の
す
か
た
う
つ

く
し
き
か
こ
の
川
の
は
た
に
て
き
る
も
の
を
あ
ら
い
て
至
り

け
る
人
々
た
ち
よ
り
て
い
か
な
る
人
そ
何
と
て
な
み
た
を
な
か
し

給
ふ
そ
と
の
た
ま
ひ（
見
せ
消
ち
）へ
は
な
に
と
も
も
の
は
い
わ
す
し
て
た
ゝ
な
く

よ
り
ほ
か
の
事

▲
◀
石
清
水
八
幡
、
住
吉
社
、
熊
野
三
所
の
仏
神
化
身
で
あ
る
と
い
う
男
三
人
の

先
達
に
よ
り
、
険
し
い
山
道
を
と
お
り
、
千
丈
ヶ
嶽
に
向
か
う
頼
光
一
行
。
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『
大
江
山
奇
譚
』



（25）

▲
三
人
の
男
達
の
先
達
で
鬼
ヶ
城
近
く
ま
で
や
っ
て
き
た
頼
光
一
行
。

　
三
人
の
男
達
は
い
つ
の
ま
に
か
姿
を
消
し
た
。



（26）

『
大
江
山
奇
譚
』

そ
な
き
や
ゝ
あ
り
て
な
み
た
を
お
さ
へ
て
申
け
る
は
あ
ら
お
そ
ろ
し
や

な
い
か
な
る
人
々
な
れ
は
此
所
へ
き
た
り
給
ふ
ら
ん
よ
の
つ
ね
の
人
来
る

事
な
し
も
し
道
に
迷
ひ
給
は
ゝ
い
そ
き
か
へ
り
た
ま
ひ
候
へ
と
て

申
け
る
こ
の
人
々
こ
の
よ
し
き
ゝ
給
ひ
て
こ
れ
は
い
か
さ
ま
お
に
の

け
ん
そ
く
わ
れ
〳
〵
を
た
ふ
ら
か
さ
ん
と
て
か
た
ち
を
へ
ん
し
た
る

に
や
と
そ
申
け
る
つ
な
た
ち
よ
り
て
申
け
る
は
御
身
い
か
な
る
人
に
て

お
ほ
す
れ
は
か
ゝ
る
所
に
た
ゝ
一
人
お
は
し
け
る
そ
と
ゝ
ひ
け
れ
は

女
房
な
く
〳
〵
申
や
う
我
ら
は
み
や
こ
の
も
の
に
て
侍
る
也
こ
そ
の
春
の
こ
ろ

鬼
に
と
ら
れ
て
す
て
に
ゑ
じ
き
と
な
る
へ
き
身
か
ふ
し
き
に
い
ま
ゝ
て

な
か
ら
へ
て
侍
り
な
り
み
や
こ
よ
り
と
ら
れ
た
る
女
房
と
も
三
十
よ
人

い
ま
に
侍
る
な
り
し
た
し
く
お
ほ
し
め
す
く
に
か
た
の
卿
の
姫
君
も

い
ま
た
お
は
し
ま
し
候
か
や
う
に
と
り
お
き
た
る
人
々
を
は
後
に
は

人
屋
に
こ
め
身
を
し
ほ
り
血
を
い
た
し
て
酒
と
な
つ
け
の
む
也

又
し
ゝ
む
ら
を
き
り
と
り
て
ゑ
じ
き
と
す
爰
に
八
条
の
中
納
言
と
き

こ
へ
け
る
人
の
姫
君
を
と
り
た
て
ま
つ
り
て
二
三
年
に
な
り
つ
る
を

け
さ
身
を
し
ほ
り
て
血
を
い
た
し
い
き
た
へ
つ
る
所
に
ま
た
く
す
り
を

あ
た
へ
い
の
ち
を
た
す
け
ぬ
き
る
も
の
み
な
ち
に
な
り
候
を
番
に
か
は

り
て
す
ゝ
か
せ
候
け
ふ
は
わ
れ
ら
か
ば
ん
に
て
す
ゝ
き
候
い
つ
か
わ
ら
は
も

か
や
う
に
し
ら
れ
て
い
の
ち
を
う
し
な
ひ
候
は
ん
と
お
も
ひ
候
へ
は
な
み
た

の
こ
ほ
れ
ぬ
ひ
ま
も
な
し
と
て
さ
め
〳
〵
と
そ
な
き
た
ま
ひ
け
る



（27）

▲
鬼
ヶ
城
近
く
の
川
で
洗
濯
す
る
女
房
に
出
遭
う
頼
光
一
行
。



（28）

『
大
江
山
奇
譚
』



（29）

▲
鬼
の
住
処
に
た
ど
り
着
い
た
頼
光
一
行
。

◀
平
気
な
顔
を
し
て
中
に
入
っ
た
頼
光
一
行
。
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『
大
江
山
奇
譚
』



（31）

扨
童
子
申
け
る
は
こ
の
も
の
と
も
に
お
な
し
く
は
た
い
め
ん
し
て
氣
分

を
も
見
す
か
し
て
み
や
こ
の
こ
と
を
も
と
は
ん
な
り
我
い
せ
い
に
恐
れ

な
は
そ
れ
を
か
こ
つ
け
に
し
て
み
な
〳
〵
い
ま
し
め
て
壱
人
つ
ゝ

人
屋
に
い
れ
へ
し
い
か
さ
ま
に
も
た
い
め
ん
せ
ん
と
て
出
け
り
童
子

か
さ
き
は
ら
い
と
お
ほ
へ
て
目
み
つ
は
な
た
か
く
人
に
も
お
ほ
へ
ぬ
い
る

い
き
や
う
の
お
そ
ろ
し
き
お
に
と
も
出
て
大
座
に
か
し
こ
ま
り
け
る
扨

お
く
の
か
た
と
う
よ
う
し
て
な
ま
く
さ
き
風
ふ
き
た
る
に
人
々
身
の

毛
よ
た
つ
て
お
ほ
え
け
る
に
や
ゝ
あ
り
て
あ
さ
日
の
出
る
か
こ
と
く
か
ゝ
や

き
て
出
る
を
み
れ
は
た
け
一
ち
や
う
は
か
り
な
り
か
み
は
か
ふ
ろ
に
し
て

こ
へ
ふ
と
り
よ
う
が
ん
ひ
れ
い
に
し
て
と
し
の
ほ
と
は
四
十
は
か
り
に

見
へ
た
り
お
り
か
う
し
の
小
袖
に
あ
か
き
は
か
ま
ふ
み
つ
ゝ
み
て
わ
ら
は

二
人
の
か
た
に
か
ゝ
り
て
さ
う
わ
う
か
あ
ゆ
む
か
こ
と
く
左
右
を
み
ま
は

し
て
と
き
〳
〵
は
ま
か
け
を
し
て
ゆ
る
め
き
出
た
る
そ
の
い
き
ほ
ひ
は

あ
た
り
を
は
ら
い
し
け
し
き
中
〳
〵
筆
に
も
つ
く
し
か
た
し
か
ね
て

聞
お
よ
ひ
し
よ
り
い
や
ま
さ
り
て
お
そ
ろ
し
け
れ
は
山
伏
た
ち
も

み
な
せ
き
め
ん
し
て
そ
ゐ
た
ま
ひ
け
る
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『
大
江
山
奇
譚
』

▲
◀
山
伏
姿
の
人
間
が
鬼
の
住
処
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
の
で
、
巨
体
を
ゆ
ら

し
な
が
ら
出
て
き
た
酒
呑
童
子
と
、
そ
れ
を
見
上
げ
る
頼
光
一
行
。



（33）

扨
童
子
は
人
〳
〵
の
居
た
り
け
る
に
一
間
へ
た
て
ゝ
さ
し
き
に

な
お
り
人
〳
〵
に
む
か
ひ
ゐ
た
り
け
り
頼
光
以
下
は
む
か
ひ
座
に
そ

な
お
ら
れ
け
り
此
人
々
た
か
ひ
に
め
を
見
あ
わ
せ
と
や
せ
ま
し

か
く
や
せ
ん
と
あ
ん
す
る
所
に
童
子
申
や
う
そ
も
〳
〵
御
へ
ん
達

は
な
に
こ
と
に
よ
り
此
所
に
は
來
り
給
ふ
そ
深
山
と
い
ゝ
か
ん
ぜ
き
と

い
ゝ
ち
ら
し
て
ま
か
け
を
さ
し
て
見
め
く
ら
す
お
そ
ろ
し
さ
い
ふ
計

な
し
き
や
く
僧
た
ち
に
酒
一
つ
ま
い
ら
せ
よ
と
い
ひ
け
れ
は
け
ん
そ
く

と
も
う
け
た
ま
は
つ
て
大
な
る
つ
ゝ
に
酒
を
い
れ
て
か
き
出
す
う
つ
す

を
み
れ
は
人
の
血
な
り
そ
の
い
ろ
は
つ
し
み
く
さ
き
こ
と
か
き
り

な
し
ま
つ
と
う
し
さ
か
つ
き
を
と
り
た
ふ
〳
〵
と
う
け
て
ほ
し
頼
光

に
さ
し
に
け
る
頼
光
す
こ
し
も
お
く
せ
す
た
ふ
〳
〵
と
う
け
て
の
み

給
ふ
保
昌
に
さ
し
給
へ
は
と
り
あ
け
て
の
む
ま
ね
を
し
て
お
か
れ

け
る
其
の
ち
つ
な
う
け
と
り
て
た
ふ
〳
〵
と
う
け
て
の
み
け
れ
は

童
子
申
け
る
は
め
つ
ら
し
き
さ
か
な
や
あ
る
ま
い
ら
せ
よ
と
申
け
れ
は

ま
な
い
た
に
た
ゝ
い
ま
き
り
た
る
人
の
も
ゝ
に
し
ほ
を
と
り
そ
へ
て

を
き
た
り
と
う
し
申
け
る
は
た
れ
か
あ
る
こ
し
ら
へ
て
ま
い
ら
せ

よ
と
い
ひ
け
れ
は
頼
光
さ
し
よ
り
て
こ
か
た
な
を
ぬ
き
し
ゝ
む
ら

を
そ
い
て
し
ほ
に
さ
し
て
く
い
給
ふ
し
ゆ
せ
う
の
物
か
な
と
の
た
ま
ひ
て

あ
ち
は
ひ
給
ふ
つ
な
も
さ
し
よ
り
て
く
ひ
に
け
り
の
こ
り
の
人
々



（34）

『
大
江
山
奇
譚
』

し
や
う
き
や
う
ち
り
き
の
身
に
て
候
と
て
く
わ
さ
り
け
る
頼
光
と

つ
な
か
ふ
る
ま
ひ
を
見
て
と
う
し
申
け
る
は
御
へ
ん
た
ち
は
酒
も

さ
か
な
も
こ
ゝ
ち
よ
く
ま
い
り
つ
る
物
か
な
と
て
よ
ろ
こ
ひ
け
る

頼
光
の
た
ま
ひ
け
る
は
我
ら
か
な
ら
ひ
に
て
き
や
く
そ
う
た
ち
に

け
た
み
申
さ
ん
か
た
め
に
さ
候
へ
と
申
も
の
を
も
ち
て
候
か
な
に
か
は

く
る
し
か
る
へ
き
一
つ
申
さ
は
や
と
の
た
ま
ひ
け
れ
は
と
う
し
大
に

よ
ろ
こ
ひ
て
し
ゆ
興
し
て
申
け
る
は
み
や
こ
の
さ
け
を
し
や
う
く
わ
ん

せ
ん
こ
と
は
ま
こ
と
に
御
心
さ
し
あ
り
か
た
く
お
ほ
ゆ
れ
と
申
け
れ
は

や
か
て
つ
な
し
ゆ
く
に
た
ち
て
こ
れ
を
す
ゝ
め
け
り
と
う
し
は
ひ
か
へ
て

三
と
の
み
つ
ゝ
又
く
わ
い
ぜ
ん
と
な
る
そ
の
後
く
た
ん
の
と
く
酒
を

そ
へ
て
し
い
け
れ
は
さ
し
う
け
〳
〵
十
と
は
か
り
の
み
つ
ゝ
あ
ま
り
の

興
に
や
と
う
し
申
け
る
は
わ
か
き
あ
い
の
人
あ
り
よ
ひ
出
し
て
都

の
酒
を
す
ゝ
め
ん
と
て
く
に
か
た
の
卿
の
む
す
め
花
そ
の
ゝ
ひ
め
君

二
人
よ
ひ
出
し
奉
り
と
う
し
か
左
右
に
そ
を
き
た
り
け
る
去
程
に

毒
酒
や
う
〳
〵
身
に
し
み
け
れ
は
心
も
み
た
れ
ゑ
い
を
ふ
く
み
て

申
や
う
か
た
〳
〵
こ
れ
ま
て
の
御
出
ま
こ
と
に
面
白
く
こ
そ
思
ひ
け
れ

し
は
ら
く
と
ゝ
ま
り
給
へ
そ
も
〳
〵
我
を
は
い
か
な
る
も
の
と
か
お

ほ
し
め
す
む
か
し
よ
り
此
所
に
侍
り
さ
れ
は
け
ん
そ
く
と
も
に
申
つ
け

て
み
や
こ
よ
り
か
た
ち
よ
き
女
人
を
む
か
へ
と
り
て
心
を
な
く
さ
み

し
な
り
其
外
瑞
宝
ゐ
ん
ふ
つ
に
い
た
る
ま
て
と
り
よ
せ
〳
〵
の
み

く
ひ
た
の
し
み
申
は
か
り
な
し
何
に
つ
き
て
も
ふ
そ
く
と
い
ふ

事
も
な
か
り
し
に
弘
法
大
師
と
云
ゑ
せ
も
の
に
し
ゆ
そ
せ
ら
れ
て

此
所
に
は
ま
よ
ひ
出
大
み
ね
か
つ
ら
き
の
か
た
に
か
く
れ
て
こ
そ
千
代



（35）

▲
大
勢
の
眷
属
達
に
酒
や
肴
で
客
人
を
も
て
な
し
さ
せ
る
酒
呑
童
子
。



（36）

『
大
江
山
奇
譚
』

を
へ
し
に
此
ゑ
せ
も
の
と
う
し
は
か
う
や
と
申
所
に
こ
も
り
ぬ
其

後
は
み
ち
ひ
ろ
く
な
り
て
こ
の
百
余
年
は
此
所
に
侍
り
也
こ
の

女
房
達
も
み
や
こ
よ
り
請
し
て
候
人
お
ほ
く
候
へ
と
も
こ
れ
ら
は
さ
い

あ
ひ
に
思
な
り
い
か
な
る
世
ま
て
も
ち
き
り
を
む
す
ひ
候
は
ん
と
お
も
ふ

な
り
い
ま
よ
り
後
は
な
に
事
に
付
て
も
都
の
事
を
は
を
の
〳
〵
に

た
の
み
申
さ
ん
さ
り
な
か
ら
心
に
か
ゝ
る
こ
と
あ
り
み
や
こ
に
頼
光
と

い
ふ
く
せ
も
の
有
い
に
し
へ
今
に
こ
れ
ほ
と
ふ
い
に
た
つ
せ
る
も
の
は

▲
顔
色
も
変
え
ず
も
て
な
し
を
受
け
る
頼
光
一
行
。



（37）

な
し
ふ
ん
武
二
道
の
た
つ
し
や
人
に
す
く
れ
て
仁
義
の
道
を
も
心
か
け

天
下
の
ま
つ
り
世
に
す
く
れ
ま
な
こ
の
ひ
か
り
も
す
く
れ
て
む
か
ふ
所

の
か
た
き
た
い
ら
け
ん
と
い
ふ
事
な
し
と
き
こ
ゆ
る
こ
の
ほ
と
も
け

ん
そ
く
と
も
出
け
る
に
こ
の
頼
光
か
ら
う
と
う
に
ゑ
せ
も
の
有
其
名

を
つ
な
と
い
ふ
者
さ
ん
〳
〵
に
お
と
し
け
る
な
り
さ
り
な
か
ら
用
心

つ
よ
く
し
て
け
ん
そ
く
共
を
番
に
お
く
間
い
か
な
る
頼
光
つ
な
也

と
も
此
城
を
は
や
ふ
ら
れ
申
ま
し
を
の
〳
〵
見
た
ま
へ
此
城
の

つ
よ
き
を
な
と
ゝ
申
し
て
山
ふ
し
達
を
よ
く
〳
〵
見
て
又
申
け
る
は

御
へ
ん
達
を
よ
く
〳
〵
み
れ
は
か
の
頼
光
か
と
み
へ
た
り
の
こ
る
四
人

の
人
は
つ
な
き
ん
と
き
さ
た
み
つ
す
へ
た
け
か
と
お
ほ
え
た
り
荒
お
そ
ろ

し
や
こ
れ
に
あ
り
あ
ふ
お
に
と
も
心
は
し
ゆ
る
す
な
と
ゝ
て
よ
く
〳
〵

見
れ
は
か
の
ほ
う
し
か
ふ
と
を
き
給
へ
と
も
ゆ
へ
に
い
か
に
み
ん
と
す
れ
と
も

み
へ
さ
り
け
り
さ
れ
は
こ
の
た
め
に
お
き
な
の
あ
た
へ
給
ひ
け
る
也
さ
て

頼
光
の
た
ま
ひ
け
る
は
そ
も
〳
〵
そ
の
頼
光
と
や
ら
ん
は
い
か
な
る
人
に
て

や
侍
ら
ん
す
へ
て
そ
ん
せ
す
當
寺
さ
や
う
の
人
あ
り
と
も
う
け
た
ま

は
ら
す
た
ゝ
し
み
や
こ
ひ
ろ
く
候
へ
は
其
事
と
も
や
候
は
ん
我
ら
は
出
羽

の
國
羽
黒
の
山
ふ
し
に
て
候
か
熊
野
に
と
し
籠
り
し
て
此
ほ
と

は
し
め
て
み
や
こ
に
上
り
て
候
か
古
郷
へ
か
へ
る
と
て
道
に
ま
よ
ひ
て

ま
い
り
御
目
に
か
ゝ
り
候
へ
は
悦
ひ
存
候
と
ま
こ
と
し
や
か
に
の
た
ま
へ
は

と
う
し
さ
け
の
す
い
け
う
と
い
ひ
し
ゆ
け
う
に
心
中
を
の
こ
さ
す
申

け
る
は
我
神
通
の
ま
な
こ
に
て
人
を
み
る
に
た
か
は
す
御
へ
ん
の

ま
な
こ
の
色
は
世
人
に
か
は
れ
り
同
道
の
人
々
を
も
み
る
に
つ
た
へ

き
く
頼
光
か
四
天
わ
う
の
も
の
と
も
に
さ
も
に
た
り
中
に
も
あ
の
山

ふ
し
は
つ
ら
た
ま
し
ゐ
ま
な
こ
ざ
し
人
に
す
く
れ
て
み
へ
た
り
と
て

つ
な
を
さ
し
て
そ
申
け
る



（38）

『
大
江
山
奇
譚
』

▲
頼
光
達
の
持
参
し
た
酒
が
毒
酒
で
あ
る
と
も
し
ら
ず
、
和
気
あ
い
あ
い
と
も

て
な
し
、
も
て
な
さ
れ
る
童
子
と
頼
光
達
。



（39）

六
人
の
人
々
は
毒
酒
を
は
の
み
た
ま
は
ね
は
色
も
ち
か
わ
す
童
子

は
次
第
に
し
や
う
ね
み
た
れ
て
居
た
り
し
に
酒
呑
と
う
し
申
け
る
は
昔

弘
法
大
師
と
云
へ
る
僧
の
侍
り
し
故
に
候
へ
と
も
又
お
も
ひ
い
た
し

た
り
若
さ
や
う
の
く
せ
も
の
き
た
る
ら
ん
と
お
も
へ
は
か
く
の
こ
と
く
は

申
な
り
か
ま
ひ
て
心
を
き
給
ふ
な
よ
い
か
に
み
や
こ
の
人
達
に
さ
か
な

ひ
と
つ
申
せ
と
有
け
れ
は
い
か
に
も
あ
ら
あ
ら
し
き
鬼
承
り
候
と
て

つ
い
た
ち
て
ふ
み
め
く
り
て

　
　
　

み
や
こ
人
い
か
な
る
風
の
さ
そ
ひ
来
て

　
　
　

さ
け
や
さ
か
な
の
ゑ
し
き
と
や
な
る



（40）

『
大
江
山
奇
譚
』

▲
興
に
乗
っ
た
鬼
が
ひ
と
さ
し
舞
を
舞
う
場
面
。

と
二
三
へ
ん
う
た
ひ
て
ま
い
に
け
り
ゑ
し
き
と
い
ふ
は
此
人
々
を

酒
さ
か
な
に
せ
ん
と
い
ふ
心
な
り
人
々
此
こ
と
は
を
聞
か
ら
に
物
す

こ
く
思
は
れ
け
る
中
に
も
つ
な
思
ひ
け
る
は
に
く
き
や
つ
か
申
事
か
な

其
儀
な
ら
は
と
う
し
酒
に
ゑ
い
た
り
け
ん
中
を
さ
し
つ
ら
ぬ
き
み
な



（41）

▲
こ
ん
ど
は
渡
辺
綱
が
ひ
と
さ
し
舞
を
舞
う
場
面
。

　
床
の
間
に
は
冊
子
、
巻
子
が
並
ん
で
い
る
。

お
つ
か
け
て
首
う
つ
ほ
と
な
ら
は
世
の
や
つ
は
ら
は
座
敷
に
て
う
ち
取

な
ん
と
思
ひ
け
れ
は
ま
な
こ
か
と
た
ち
ち
す
ち
あ
ら
は
れ
う
ち
刀
に
て

お
か
れ
け
れ
は
頼
光
や
か
て
み
し
り
て
し
り
め
に
に
ら
ま
へ
給
ひ
け
れ
は
つ
な

は
思
ひ
と
ゝ
ま
り
ぬ
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『
大
江
山
奇
譚
』

去
程
に
つ
な
は
都
に
か
く
れ
な
き
舞
の
上
手
に
て
あ
り
け
れ
は
と
う
し
か

ひ
か
へ
た
る
を
み
す
ゝ
み
い
て
ゝ
申
け
る
は
わ
れ
ら
も
さ
か
な
ひ
と
つ
ま
い
ら

せ
ん
と
て　
　
　
　
　

年
を
ふ
る
鬼
の
い
わ
や
に
風
の
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
ま
に
花
を
吹
ち
ら
す
ら
ん

と
二
三
へ
ん
心
こ
と
は
も
お
よ
は
す
舞
け
れ
は
と
う
し
き
ゝ
と
れ
て
そ

ゐ
た
り
け
り
に
わ
に
な
み
居
け
る
四
天
王
と
聞
へ
し
鬼
と
も
こ
の

舞
の
言
葉
を
は
き
ゝ
し
ら
す
た
ゝ
お
も
し
ろ
き
と
は
か
り
に
て
お
も
ひ

け
る
こ
そ
お
ろ
か
な
れ
そ
の
後
と
う
し
も
つ
て
の
ほ
か
に
酒
に
ゑ
ひ
我

身
の
た
い
に
は
女
房
達
を
置
き
や
く
そ
う
達
に
酒
す
ゝ
め
た
ま
へ
我
等

は
い
と
ま
申
也
明
日
こ
そ
げ
ざ
ん
に
い
り
申
へ
け
れ
と
て
つ
ね
の
す
み
か
へ

入
に
け
り
其
時
頼
光
二
人
の
女
房
た
ち
に
の
た
ま
ひ
け
る
は
み
や
こ

と
仰
ら
れ
け
る
は
い
か
成
人
に
て
お
は
す
る
と
の
た
ま
ひ
け
れ
は
女
房
仰

け
る
は
わ
れ
は
花
そ
の
ゝ
中
納
言
の
姫
也
か
り
そ
め
に
と
ら
れ
侍
り
て
か
ゝ
る
う
き

め
を
見
侍
る
也
あ
い
し
た
か
ふ
人
あ
り
け
れ
共
言
葉
を
か
は
し
な
と
す

れ
は
と
う
し
大
な
る
目
を
い
た
し
て
に
ら
ま
へ
侍
る
也
そ
の
時
は
心
も

き
え
い
る
心
ち
し
侍
る
也
露
の
い
の
ち
な
か
ら
へ
て
侍
る
ゆ
へ
御
身
達
に



（43）

あ
ひ
た
て
ま
つ
る
也
し
か
る
へ
く
は
を
の
〳
〵
都
に
か
へ
り
た
ま
ひ
て
こ
の

有
様
を
ち
ゝ
母
に
も
か
た
り
給
ひ
て
あ
と
と
ふ
ら
せ
給
へ
と
仰
ら
れ
て
た

ひ
給
へ
と
て
泪
を
な
か
し
申
さ
れ
け
る
頼
光
の
た
ま
ひ
け
る
は
わ
か
身
は

勅
諚
に
て
是
迄
参
り
候
也
城
の
う
ち
の
案
内
を
し
へ
給
へ
鬼
を

ほ
ろ
ほ
し
て
の
ち
心
や
す
く
み
や
こ
へ
の
ほ
せ
奉
ら
ん
と
申
さ
れ
け
れ
は

女
房
な
の
め
な
ら
す
悦
て
い
さ
ゝ
せ
給
へ
こ
の
川
か
み
に
い
し
の
つ
い
ち

大
城
門
あ
り
そ
の
内
に
お
そ
ろ
し
き
鬼
と
も
番
を
す
る
也
そ
の
お
く
に

は
石
を
た
ゝ
み
そ
の
う
へ
に
は
石
の
つ
い
し
を
つ
き
ま
わ
し
く
ろ
か
ね
の

門
を
た
て
四
方
に
四
季
を
ま
な
ひ
け
り
ま
つ
ひ
か
し
は
春
と
お
ほ

し
く
て
柳
さ
く
ら
を
う
へ
な
ら
へ
の
き
は
の
梅
も
に
ほ
ふ
ら
ん
鶯
の
声

も
と
り
〳
〵
に
そ
お
ほ
し
け
る
夏
は
ま
た
池
の
藤
波
さ
き
み
た
れ
や
ま

郭
公
の
一
こ
ゑ
も
む
か
し
を
こ
ふ
る
は
な
た
ち
は
な
た
れ
か
袖
に
か
匂
ふ
ら

ん
西
は
秋
の
す
か
た
に
て
萩
ふ
か
く
風
に
夢
さ
め
て
夜
す
か
ら
月

そ
す
み
に
け
り
梢
の
も
み
ち
色
そ
へ
て
い
く
時
雨
に
か
あ
ひ
ぬ
ら
ん

こ
ゑ
〳
〵
す
た
く
虫
の
ね
も
い
と
ゝ
さ
ひ
し
く
お
ほ
し
け
る
み
き
は
の
こ
ほ
り

と
ち
ぬ
れ
は
む
れ
い
る
と
り
も
一
し
ほ
に
う
は
け
の
霜
を
や
い
た
む
ら
ん

ま
こ
と
に
と
う
し
の
た
の
し
み
は
か
う
た
ひ
成
有
様
な
り
后
と
名
つ
け
て

よ
る
は
女
房
十
人
つ
ゝ
番
に
か
は
ら
せ
よ
も
す
か
ら
な
て
さ
せ
さ
す
ら

れ
昼
は
け
ん
そ
く
共
に
か
し
つ
か
れ
け
り
又
け
ん
そ
く
の
中
に
色
〳
〵

の
き
し
ん
あ
り
う
み
川
と
も
い
は
す
し
て
心
に
ま
か
せ
て
は
し
り
め
く
る

も
の
を
は
四
天
わ
う
と
名
つ
け
又
あ
し
は
や
の
て
き
ゝ
あ
れ
は
か
れ
は

か
な
く
ま
と
う
し
石
く
ま
と
う
し
と
て
二
人
の
く
せ
も
の
を
は
我
身
ち
か
く

お
き
て
何
事
を
も
め
し
つ
か
ひ
け
る
也
夜
は
裏
の
口
に
番
を
勤
侍
る
也

何
と
し
て
か
は
や
ふ
ら
せ
給
ふ
へ
き
そ
の
ほ
か
佛
神
の
御
ち
か
ら
に
も
か
な
ふ

へ
き
と
も
お
ほ
え
す
と
て
泪
を
な
か
し
給
ふ
か
や
う
に
言
葉
に
お
し
へ
て



（44）

『
大
江
山
奇
譚
』

か
へ
り
給
ふ
人
々
城
の
案
内
く
わ
し
く
聞
候
へ
は
嬉
敷
覚
し
め
し
て

行
給
ふ
其
後
此
女
房
達
と
く
し
ゆ
を
と
り
い
た
し
て
け
ん
そ
く
の
鬼

と
も
に
も
り
給
ふ
こ
の
ど
く
の
さ
け
す
こ
し
な
り
と
も
身
に
候
へ
は
は
る
ゝ

心
ち
も
な
き
に
い
は
ん
や
そ
く
ば
く
の
さ
け
こ
ふ
〳
〵
と
受
の
み
け
れ
は

あ
ん
の
こ
と
く
に
ふ
し
ま
ろ
ひ
あ
る
ひ
は
か
う
へ
を
抱
て
に
く
る
も
あ
り
の

こ
れ
る
お
に
と
も
さ
し
き
に
ね
る
も
あ
り
又
は
ゑ
ん
の
う
へ
よ
り
は
き

か
へ
す
も
有
そ
の
う
ち
に
と
く
の
さ
け
の
ま
ぬ
お
に
二
三
人
ほ
と
有

て
ゑ
い
た
る
鬼
と
も
を
か
た
に
か
け
て
の
く
所
も
あ
り
け
り



（45）

▲
不
覚
に
も
酒
に
酔
っ
た
童
子
は
早
々
と
寝
所
に
退
散
し
、
残
っ
た
眷
属
た
ち

は
毒
酒
に
躰
の
自
由
を
奪
わ
れ
苦
し
む
場
面
。
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『
大
江
山
奇
譚
』



（47）

頼
光
の
た
ま
ひ
け
る
は
わ
れ
ら
は
ち
よ
く
ち
や
う
を
か
う
ふ
り
て
こ
れ
ま
て

む
か
ひ
て
候
へ
と
も
と
か
く
の
は
か
り
こ
と
も
な
か
り
つ
る
に
こ
の
う
ち
へ
い
り

と
う
し
に
た
い
め
ん
し
か
れ
ら
を
も
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
し
た
か
へ
侍
ら
ん

女
ほ
う
た
ち
道
し
る
へ
さ
せ
た
ま
へ
お
に
か
岩
や
に
入
候
は
ゝ
か
れ
を
う
た
ん

こ
と
や
す
か
り
な
ん
と
仰
ら
れ
け
れ
は
女
房
聞
た
ま
ひ
て
さ
て
は

ま
こ
と
の
ら
い
く
わ
う
に
て
ま
し
ま
す
そ
や
さ
て
は
た
の
も
し
く
こ
そ
候
へ

い
て
た
ち
た
ま
へ
い
わ
や
ま
て
も
ひ
き
い
れ
ま
い
ら
せ
ん
と
の
た
ま
ひ
け

れ
は
人
々
よ
ろ
こ
ひ
お
も
ひ
〳
〵
に
出
立
け
る
頼
光
は
火
を
と
し
の
よ

ろ
ひ
に
て
く
た
ん
の
お
き
な
の
あ
た
へ
た
り
け
る
ほ
し
か
ふ
と
の
う
へ
に

し
ゝ
わ
う
と
申
五
ま
い
か
ふ
と
に
二
尺
壱
寸
あ
り
け
る
ち
す
い
と
い
ふ
釼
を

は
き
給
ふ
保
昌
は
紫
お
と
し
の
は
ら
ま
き
に
石
は
り
と
云
太
刀
を

そ
も
ち
給
ふ
つ
な
は
も
へ
き
お
と
し
の
は
ら
ま
き
に
お
に
き
り
と
い
ふ
う

ち
か
た
な
ひ
き
そ
は
め
た
り
よ
の
人
々
も
お
も
ひ
〳
〵
に
く
そ
く
し
て

二
人
の
女
房
を
道
の
し
る
へ
に
し
て
ち
う
〳
〵
の
木
戸
を
そ
と
を
り
け
る

日
こ
ろ
は
さ
し
も
か
た
く
お
さ
め
し
門
戸
石
の
つ
い
ち
く
ろ
か
ね
の
門

を
も
其
夜
の
さ
け
に
ゑ
い
ふ
し
て
用
心
す
る
も
の
も
な
か
り
し
か
は

ま
し
て
と
か
む
る
も
の
も
な
し
さ
し
こ
へ
〳
〵
と
お
り
給
ふ
そ
ふ
し
き
成

扨
童
子
は
し
ん
つ
う
の
も
の
な
り
け
れ
は
こ
の
よ
し
を
し
り
て
大
に
よ
ろ

こ
ひ
ふ
し
き
の
事
か
な
こ
の
あ
い
た
は
女
ほ
う
は
か
り
と
り
酒
さ
か
な

な
と
ゝ
て
心
を
は
な
く
さ
み
つ
れ
め
つ
ら
し
く
も
な
し
お
こ
と
は
ほ
ね



（48）

『
大
江
山
奇
譚
』

▲
苦
し
む
鬼
の
眷
属
た
ち
を
尻
目
に
女
房
達
の
案
内
で
童
子
の
寝
所
が
あ
る
堅

固
な
守
り
の
城
に
入
ろ
う
と
す
る
頼
光
一
行
。

こ
は
く
し
ゝ
む
ら
も
あ
つ
く
し
て
お
も
し
ろ
き
と
こ
ろ
も
あ
り
わ
れ
か
く

て
出
あ
ひ
な
は
す
か
た
に
お
ち
を
そ
れ
候
て
心
を
つ
く
し
な
は
身
も



（49）

や
せ
し
ゝ
む
ら
き
え
て
ち
す
く
な
か
る
へ
し
よ
く
〳
〵
す
か
し
し
て
心
を

と
り
ま
た
み
や
こ
よ
り
き
た
れ
る
物
と
も
な
ら
は
み
や
こ
の
事
を
も

と
ひ
侍
る
そ
の
う
へ
に
て
壱
人
つ
ゝ
人
屋
に
い
れ
て
至
な
ん
と
け
ん

そ
く
と
も
に
申
け
れ
は
け
ん
そ
く
の
お
に
と
も
な
の
め
な
ら
す
に
悦
ひ
候

い
か
ち
せ
ん
や
う
に
し
て
門
外
に
出
こ
の
人
々
を
つ
〳
〵
と
そ
ま

ほ
り
ゐ
け
る
お
そ
ろ
し
き
こ
と
か
き
り
な
し



（50）

『
大
江
山
奇
譚
』

▲
堅
い
守
り
の
扉
で
あ
る
が
、
六
人
の
力
を
合
わ
せ
て
開
こ
う
と
す
る
場
面
。



（51）

▲
寝
所
に
横
た
わ
る
童
子
の
姿
は
客
殿
の
そ
れ
と
は
う
っ
て
変
っ
た
大
鬼
の
形
相
。



（52）

『
大
江
山
奇
譚
』

扨
と
か
む
る
も
の
も
な
き
ま
ゝ
に
ち
う
〳
〵
の
か
た
め
を
な
ん
な
く
と
お

り
て
み
れ
は
く
ろ
か
ね
の
へ
い
あ
り
同
門
あ
り
戸
ひ
ら
を
た
て
内

よ
り
く
わ
ん
ぬ
き
を
さ
し
か
た
め
た
り
い
か
な
る
も
の
も
や
ふ
り
て
入

へ
き
や
う
そ
な
か
り
け
る
籠
の
う
ち
を
の
そ
き
き
て
み
れ
は
四
方
に
と
も

し
火
た
か
く
か
き
た
ゝ
て
ま
く
ら
の
か
た
に
大
ま
さ
か
り
後
に
は
か
な
さ
い

ほ
う
其
外
鉾
と
も
立
な
ら
へ
た
り
と
う
し
伏
た
る
を
み
れ
は
昼
の
姿
に
は

あ
ら
す
し
て
二
丈
は
か
り
な
る
ふ
し
た
け
か
し
ら
は
そ
ら
に
も
え
あ
か
り
ま
つ
毛

は
あ
か
ゝ
ね
の
は
り
を
た
て
た
る
か
こ
と
し
足
に
は
く
ろ
き
毛
あ
り
さ
な

か
ら
く
ま
の
こ
と
し
あ
し
手
を
四
ほ
う
に
な
け
ま
は
し
て
女
房
十
人
計

を
四
方
に
な
け
ま
は
り
を
な
て
さ
す
れ
な
と
ゝ
て
た
か
い
ひ
き
を
か
き

て
前
後
も
し
ら
す
ふ
し
た
り
け
る
此
女
房
達
か
の
人
々
を
み
つ
け
て

う
れ
し
さ
か
き
り
も
な
し
も
し
や
お
と
ろ
き
あ
か
ら
ん
と
き
も
を
け
し

い
か
ゝ
し
て
戸
を
あ
け
ん
と
お
も
ひ
け
れ
と
も
か
な
ふ
へ
き
に
あ
ら
す
た
ゝ
さ

は
き
て
き
も
を
け
す
頼
光
以
下
も
と
は
た
ゝ
爰
ひ
と
へ
也
い
そ
き
い
ら

ん
と
お
も
ひ
給
へ
と
も
な
に
と
し
て
も
う
ち
や
ふ
り
侍
ら
ん
と
六
人
の
人

〳
〵
あ
ん
し
わ
つ
ら
ひ
て
い
か
ゝ
せ
ん
と
て
た
ゝ
す
み
給
ふ



（53）

▲
先
達
と
な
っ
て
鬼
ヶ
城
へ
と
案
内
し
て
く
れ
た
仏
神
化
身
の
男
達
が
再
び
現

れ
、
扉
を
開
く
力
と
討
ち
損
じ
な
い
よ
う
に
括
り
付
け
る
鎖
を
頼
光
達
に
与

え
る
場
面
。



（54）

『
大
江
山
奇
譚
』

か
ゝ
り
け
る
と
こ
ろ
に
有
し
老
翁
の
山
ふ
し
三
人
ふ
と
き
た
つ
て
嬉

し
く
も
こ
れ
ま
て
参
り
た
ま
ひ
ぬ
る
物
か
な
今
は
か
う
と
こ
そ
お
ほ
ゆ
れ

さ
り
な
か
ら
ゆ
た
ん
有
へ
か
ら
す
と
て
く
ろ
か
ね
の
つ
な
四
す
し
此
人
々
に

あ
た
へ
て
の
た
ま
ひ
け
る
や
う
は
と
う
し
か
て
あ
し
に
此
つ
な
を
つ
け
て
四

方
の
柱
に
能
〳
〵
か
ら
み
つ
け
給
へ
五
人
の
人
々
は
と
う
し
か
手
足

と
う
た
い
に
か
ゝ
り
給
ふ
へ
し
頼
光
は
く
ひ
を
う
ち
給
へ
今
こ
そ
せ
ん
と
な

れ
ゆ
た
ん
あ
り
て
は
あ
し
か
る
へ
し
い
て
〳
〵
門
を
あ
け
奉
ら
ん
と
て
三
人

よ
り
て
同
心
に
お
さ
れ
た
り
け
れ
は
さ
し
も
に
つ
よ
く
み
え
し
貫
抜

も
一
と
に
く
た
け
て
門
は
左
右
に
い
な
く
ひ
ら
け
て
扨
こ
の
三
人
か
き

け
す
や
う
に
う
せ
給
ふ

扨
頼
光
を
さ
き
と
し
て
六
人
の
人
々
我
先
に
と
童
子
か
ね

た
る
所
へ
み
た
れ
入
て
を
し
へ
の
こ
と
く
か
ね
の
く
さ
り
に
て
四
方
に

つ
り
其
後
頼
光
つ
る
き
を
ぬ
き
て
く
び
を
き
り
給
ふ
残
る

人
々
と
う
た
い
あ
し
を
き
り
給
ふ
に
と
う
し
か
つ
は
と
お
き
あ
か

ら
ん
と
し
け
れ
と
も
か
ね
の
く
さ
り
に
て
四
ほ
う
へ
つ
り
た
り
し

こ
と
な
れ
は
い
か
に
た
け
く
う
こ
く
と
も
そ
の
甲
斐
も
さ
ら
に
な
し

し
か
れ
と
も
く
ろ
か
ね
の
つ
な
み
す
ち
き
れ
い
ま
ひ
と
す
し
に
て

と
ゝ
め
た
り
と
う
し
か
く
ひ
う
ち
お
と
し
給
へ
る
に
く
ひ
そ
ら
へ
と
ひ

あ
か
り
ど
く
を
は
き
か
け
て
そ
ま
は
り
け
る
人
々
と
う
た
い
に

□
ゝ
り
て
そ
の
せ
ん
と
き
り
給
ふ
し
は
ら
く
あ
り
て
こ
の
□

頼
光
の
か
ふ
と
の
は
ち
に
く
ひ
つ
き
た
り
し
ゝ
わ
う
を
は
く
ひ

と
を
し
け
れ
と
も
ほ
し
か
ふ
と
に
て
く
ひ
と
ゝ
む
も
し
も
こ
の
ほ
し

か
ふ
と
を
ま
た
ま
か
す
は
頼
光
の
御
い
の
ち
も
あ
や
う
か
り

け
ん
事
と
も
な
り



（55）

▲
童
子
の
手
足
を
鎖
で
繋
ぎ
、
頼
光
が
童
子
の
首
を
は
ね
、
血
し
ぶ
き
の
上
る

場
面
。



（56）

『
大
江
山
奇
譚
』

其
後
首
を
う
ち
お
と
し
ぬ
い
ま
は
け
ん
そ
く
の
や
つ
は
ら
を
う
た
ん

と
て
め
ん
〳
〵
に
又
か
ゝ
ら
れ
け
り
童
子
か
ま
く
ら
に
あ
り
け
る
ま
さ

か
り
を
は
綱
と
り
て
出
に
け
り
去
程
に
ゑ
い
ふ
し
た
る
け
ん
そ
く

と
も
お
と
ろ
き
あ
わ
て
候
こ
れ
は
ひ
る
の
山
ふ
し
の
し
わ
さ
な
る
へ
し

あ
ま
す
な
も
ら
す
な
と
て
石
は
し
の
上
へ
を
め
き
さ
け
ん
て
せ
め
て

の
ほ
る
其
こ
へ
は
ば
ん
し
や
く
も
く
つ
る
ゝ
か
と
お
ひ
た
ゝ
し
頼
光

保
昌
の
た
ま
ひ
け
る
は
い
ま
は
な
に
と
も
あ
れ
童
子
を
う
ち
ぬ
る
う
へ
は

け
ん
そ
く
の
も
の
と
も
は
い
か
ほ
と
あ
り
て
も
う
ち
と
る
へ
し
と
て
い
さ
み
給

ひ
て
た
か
き
所
に
た
ち
な
ら
ひ
四
天
わ
う
の
人
々
に
下
知
し
て
か
の
石

は
し
を
お
ひ
く
た
し
五
六
と
こ
そ
せ
め
た
ゝ
か
い
け
る
こ
ゝ
に
ま
た
ゑ
ん

わ
う
と
い
ふ
大
ち
か
ら
の
く
せ
も
の
有
か
れ
と
つ
な
は
お
し
な
ら
へ
て
く
ん



（57）

た
り
け
る
か
つ
な
は
下
に
そ
な
り
に
け
り
す
て
に
あ
や
う
た
る
へ
き
と

こ
ろ
に
保
昌
さ
つ
と
よ
り
て
ゑ
ん
わ
う
か
首
を
う
ち
お
と
し
た
ま
ひ

け
り
又
す
へ
た
け
は
き
り
わ
う
と
云
く
せ
も
の
と
た
ゝ
か
い
け
り

太
刀
を
く
き
な
か
に
と
り
な
か
し
火
を
ち
ら
し
て
こ
ゝ
を
せ
ん
と
ゝ
き
り

あ
ひ
け
る
に
き
り
わ
う
大
ち
か
ら
な
り
け
れ
は
い
か
ゝ
は
し
た
り
け
ん
す
へ

た
け
を
と
り
ふ
せ
て
首
を
か
ゝ
ん
と
し
け
る
折
ふ
し
頼
光
御
ら
ん

し
て
す
る
〳
〵
と
は
し
り
よ
り
き
り
わ
う
か
く
ひ
を
水
も
た
ま
ら
す

う
ち
お
と
し
給
ふ
と
二
人
の
く
せ
物
と
も
頼
光
に
め
を
か
け
て

こ
そ
か
ゝ
り
け
り
六
人
の
人
々
ま
ん
中
に
と
り
こ
め
て
せ
め
た
ゝ
か

ひ
け
れ
は
つ
ゐ
に
こ
ゝ
に
て
う
た
れ
に
け
り
其
外
鬼
と
も
は
い
ま
た

ふ
し
て
ゐ
た
る
も
あ
り
み
な
〳
〵
は
い
あ
り
て
な
れ
は
こ
ゝ
か
し

こ
に
て
さ
し
こ
ろ
し
け
り
是
し
か
し
神
の
御
め
く
み
か
た
し

け
な
き
こ
と
ゝ
も
な
り
こ
ゝ
に
ま
た
そ
う
も
ん
を
か
た
め
て
あ
り

つ
る
鬼
と
も
酒
を
も
の
ま
す
こ
の
こ
と
は
を
は
る
か
の
後
に
聞

つ
け
て
二
十
四
人
の
お
に
と
も
い
か
つ
ち
の
な
る
か
こ
と
く
に
て
こ
み

入
け
り
い
ま
は
こ
れ
か
き
り
の
た
ゝ
か
ひ
な
り
け
れ
は
ま
た
四
人
の
と

も
か
ら
を
ま
つ
さ
き
に
立
て
お
め
い
て
か
け
入
ゆ
ん
で
め
て
く
も
で

十
文
し
に
き
り
め
く
り
け
れ
は
爰
か
し
こ
に
て
こ
と
〳
〵
く
う
た
れ

に
け
り
今
は
た
て
あ
ふ
も
の
も
な
か
り
け
れ
は
童
子
か
す
み
け
る

お
く
の
し
ろ
き
を
見
給
ふ
に
三
十
よ
人
の
女
房
を
こ
め
お
き

た
り
此
人
々
い
く
さ
の
こ
へ
天
地
を
ひ
ゝ
か
し
け
れ
は
い
ま
や

か
き
り
と
き
も
を
け
し
心
を
く
た
き
給
ふ
と
こ
ろ
に
鬼
と
も
こ



（58）

『
大
江
山
奇
譚
』

▲
眷
属
の
鬼
た
ち
を
討
ち
取
る
場
面
。



（59）

と
〳
〵
く
う
た
れ
ぬ
と
き
ゝ
て
か
の
人
々
を
見
つ
け
給
ひ
け
る

心
の
う
ち
こ
れ
や
此
ち
こ
く
の
さ
い
に
ん
の
ち
さ
う
ほ
さ
つ
を
み
て

よ
ろ
こ
ひ
た
て
ま
つ
る
こ
れ
に
は
い
か
て
ま
さ
る
へ
き
め
ん
〳
〵
に

手
を
合
て
み
な
〳
〵
う
れ
し
く
な
き
に
そ
な
き
給
ふ
後
女
房
を
先

達
と
し
て
二
ち
う
三
重
に
か
ま
へ
を
き
た
る
と
こ
ろ
〳
〵
を
見
た

た
ま
ふ
に
と
う
し
あ
り
し
と
き
き
ん
〳
〵
を
ち
り
は
め
七
珍
万
宝

を
あ
き
み
ち
た
る
ら
し
と
み
え
し
か
み
な
一
時
に
き
え
う
せ
ぬ

春
夏
秋
冬
の

　
　
　

面
白
か
り
し
所
も

　
　
　
　
　
　

か
ん
く
つ
の
そ
ひ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り
な
ん



（60）

『
大
江
山
奇
譚
』

▲
毒
酒
に
苦
し
む
鬼
た
ち
を
次
々
と
討
ち
取
る
場
面
。



（61）

こ
の
外
け
ん
そ
く
と
も
の
す
み
か
な
を
も
あ
る
よ
し
を
女
房
た
ち
の
た

ま
ひ
け
れ
は
し
る
へ
し
て
さ
か
し
給
ふ
に
金
熊
童
子
と
て
一
人
当

千
の
鬼
あ
り
大
ち
か
ら
の
て
き
ゝ
あ
し
は
や
の
く
せ
も
の
な
り
と
く

酒
を
せ
め
ら
れ
て
つ
よ
く
ゑ
い
け
れ
は
お
に
の
い
は
や
に
ふ
し
て

し
に
ん
の
こ
と
く
に
て
有
け
る
か
は
る
か
の
後
に
お
と
ろ
き
て
き
ゝ

つ
け
く
ち
お
し
き
事
か
な
と
お
も
ひ
つ
る
こ
と
よ
と
て
二
人
の
者

と
も
つ
る
き
を
ぬ
き
き
つ
さ
き
を
な
ら
へ
て
は
し
り
い
つ
る
今
は

人
も
な
し
と
お
も
ひ
け
る
所
に
は
し
り
む
か
ひ
け
れ
は
め
ん
〳
〵
に

わ
り
な
く
た
ゝ
か
ひ
し
や
う
〳
〵
か
き
り
な
し
さ
れ
と
も
い
つ
も
さ
は

か
ぬ
人
々
な
れ
は
お
も
て
も
ふ
ら
す
た
ゝ
か
ふ
あ
い
た
す
い
ふ
ん
の
く
せ

も
の
な
り
と
い
へ
と
も
ま
さ
る
か
た
き
あ
い
ぬ
れ
は
い
わ
や
の
ゆ
へ
そ

ひ
き
こ
も
り
け
る
頼
光
仰
せ
ら
れ
け
る
は
こ
の
か
ん
く
つ
を
や
ふ
り

か
た
し
め
ん
〳
〵
ひ
き
し
り
ぞ
き
給
へ
さ
た
め
て
か
つ
に
の
り
て
出
へ

し
そ
の
と
き
う
し
ろ
を
き
り
て
う
つ
と
る
へ
し
と
下
知
し
給
ひ

け
れ
は
も
つ
と
も
と
て
め
ん
〳
〵
わ
れ
さ
き
へ
と
そ
ひ
き
給
ふ
二
人
の

と
う
し
あ
る
や
と
よ
ろ
こ
ひ
て
大
手
を
ひ
ろ
け
て
お
ひ
て
か
ゝ
る
は
る

〳
〵
と
を
ひ
つ
い
た
し
て
つ
な
い
げ
二
人
の
も
の
と
も
め
を
き
つ
と

見
合
一
人
に
二
人
つ
ゝ
よ
り
て
く
み
た
る
を
頼
光
保
昌
あ
ま
す

ま
し
と
て
一
人
つ
ゝ
よ
り
給
ひ
た
り
け
れ
は
石
熊
と
う
し
金
熊
童

子
を
い
け
と
り
に
こ
そ
し
た
り
け
る



（62）

『
大
江
山
奇
譚
』

▲
毒
酒
に
苦
し
む
鬼
た
ち
を
討
ち
取
る
場
面
。

有
い
は
や
の
内
を
み
れ
は
人
の
ほ
ね
と
も
ふ
る
き
あ
た
ら
し
き

し
が
い
う
ち
つ
み
た
り
又
は
人
を
す
し
に
し
た
る
も
の
あ
り
こ
ゝ
に



（63）

い
ま
た
あ
た
ら
し
き
女
房
の
手
あ
し
も
な
き
し
か
い
あ
り
こ
れ
は

い
か
な
る
も
の
に
て
か
有
ら
ん
と
の
給
へ
は
女
房
達
な
く
〳
〵
申
け
る
は

こ
れ
こ
そ
ほ
り
江
の
ひ
め
君
に
て
候
へ
此
ニ
三
日
身
を
し
ほ
り

ち
を
い
た
し
い
き
の
か
よ
ふ
は
か
り
に
て
侍
し
を
き
の
ふ
の
御

さ
か
な
に
い
た
し
て
こ
そ
候
へ
そ
れ
は
こ
の
ひ
と
の
も
ゝ
に
て
候
へ
と
申
け

れ
は
あ
な
む
さ
ん
や
人
こ
そ
お
ほ
け
れ
こ
の
は
ん
に
あ
た
り
て
う

せ
ん
か
こ
と
に
此
た
ひ
の
か
れ
な
は
都
へ
か
へ
り
て
父
母
を
も
見

た
ま
は
ん
に
と
そ
人
々
給
ひ
け
る
か
れ
ら
は
神
通
か
う
り
き

の
も
の
な
れ
は
七
す
ち
の
つ
な
に
て
し
は
り
け
り
こ
の
童
子

に
か
き
ら
す
い
つ
れ
も
〳
〵
皆
神
通
自
在
の
者
な
れ
は
あ
る
ひ

は
飛
行
の
と
く
を
へ
あ
る
ひ
は
水
に
入
火
に
い
る
事
も
た
や

す
き
物
と
も
そ
か
し
し
か
れ
と
も
か
や
う
に
や
す
〳
〵
と
ほ
ろ

ふ
る
事
た
ゝ
神
通
に
寄
た
る

な
れ
は
童
子
か
ほ
ろ
ひ
て

後
は
く
う
て
ん
ら
う
か
く
四
季
の
く
わ
い
し
よ
も
み
な
う
せ
て

も
と
の
い
わ
や
と
な
り
ぬ
ま
し
て
け
ん
そ
く
と
も
か
つ
う
り
き

こ
と
〳
〵
く
う
せ
て
け
れ
は
鳥
の
こ
と
く
と
ひ
て
も
さ
ら
す
皆
々

う
た
れ
に
け
り
さ
ら
す
は
い
か
な
る
は
か
り
こ
と
に
て
も
た
や
す
く

う
つ
こ
と
あ
る
へ
か
ら
す
ま
こ
と
に
神
明
の
ち
か
ら
ほ
と
有
か
た
き

事
は
な
し
さ
る
ほ
と
に
と
う
し
か
く
ひ
と
む
ね
と
の
者
と
も
か
首

せ
う
〳
〵
と
り
て
こ
れ
を
か
つ
き
に
な
わ
せ
て
山
中
を
そ
出
ら

れ
け
る
三
十
四
人
の
女
ほ
う
た
ち
は
わ
れ
も
〳
〵
と
よ
ろ
こ
ひ
て

か
な
わ
ぬ
山
を
た
と
り
〳
〵
と
出
給
ひ
け
る
な
か
に
も
ほ
り
江

の
姫
君
の
こ
と
あ
は
れ
に
お
ほ
へ
て
父
母
の
か
た
み
に
も
と
候
へ

か
い
な
き
し
か
い
の
び
ん
の
か
み
を
き
り
て
も
た
せ
せ
ん
ち
や
う

か
た
け
を
い
て
ら
れ
け
る
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『
大
江
山
奇
譚
』

▲
◀
童
子
や
鬼
た
ち
を
討
ち
取
り
、
と
ら
わ
れ
て
い
た
女
房
達
を
伴
っ
て
千

丈
ヶ
嶽
を
あ
と
に
す
る
一
行
。
ま
わ
り
に
は
既
に
死
ん
だ
女
達
の
屍
が
散

乱
し
て
い
る
。
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去
程
に
頼
光
保
昌
鬼
を
し
た
か
へ
首
を
も
た
せ
上
洛
し
た

ま
ふ
と
き
こ
し
か
は
そ
の
親
類
の
人
は
申
に
お
よ
は
す
き
ゝ

お
よ
ふ
大
名
小
名
わ
れ
も
〳
〵
と
む
か
い
に
ま
い
り
ぬ
そ
の
せ
い

一
万
よ
き
と
そ
聞
へ
し
君
を
は
し
め
奉
り
て
上
下
な
ん
に
よ

き
ん
こ
く
他
國
の
た
う
そ
く
の
こ
ら
す
い
て
ゝ
見
物
す
い
ま
に

は
し
め
ぬ
事
な
れ
と
も
こ
の
た
び
天
下
の
大
事
万
民
の
歎
き

を
や
す
め
給
ひ
ぬ
る

猶
萬
代
の
す
へ
ま
て
も
名
を
あ
け

給
ふ
こ
と
よ
の
誉
こ
れ
に
し
か
ん
や
と
そ
申
あ
ひ
け
る
と
う
し
か
首

車
に
の
せ
う
し
に
ひ
か
せ
其
残
り
を
は
に
な
は
せ
て
三
条

川
原
よ
り
四
条
か
は
ら
ま
て
は
見
物
人
の
こ
し
く
る
ま
だ
う
ぞ
く

男
女
お
ほ
く
な
み
い
た
り
か
ゝ
る
た
め
し
上
代
に
も
末
代
に
も

有
へ
き
と
も
お
ほ
へ
す
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『
大
江
山
奇
譚
』

▲
生
き
残
っ
た
女
房
達
を
つ
れ
て
下
山
す
る
場
面
。
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さ
る
ほ
と
に
此
あ
い
た
と
ら
れ
し
人
の
お
や
こ
兄
弟
あ
る
ひ
は

あ
ね
い
も
う
と
の
か
へ
り
の
ほ
る
と
は
し
ら
す
し
て
あ
る
ひ
は
こ
し

く
る
ま
を
む
か
い
に
す
ゝ
む
心
中
も
し
な
し
と
い
は
ゝ
な
か
〳
〵

は
し
め
て
な
け
き
と
な
ら
ん
と
か
ね
て
心
を
く
た
く
に
行
あ
ひ

て
は
ま
さ
し
く
し
ゝ
た
る
人
の
い
き
か
へ
り
た
る
に
た
か
わ
す

夢
う
つ
ゝ
と
も
わ
き
か
ね
て
う
れ
し
き
に
も
な
み
た
と
て

た
ゝ
な
く
よ
り
ほ
か
の
事
は
な
し
又
そ
の
人
は
見
え
す
と
聞

て
む
な
し
く
か
へ
る
に
お
や
〳
〵
の
な
け
き
い
ま
一
し
ほ
に
そ

お
ほ
へ
け
る
さ
れ
は
わ
か
身
に
あ
た
ら
ぬ
人
ま
て
も
今
日
の

見
物
に
い
つ
る
ほ
と
の
上
下
万
民
を
し
な
へ
て
な
み
た
を
な

か
さ
ぬ
も
の
は
な
か
り
け
り
扨
も
頼
光
保
昌
は
か
の
山
中

に
て
の
姿
を
あ
ら
た
め
す
し
て
京
入
す
へ
し
と
の
せ
ん
し

を
下
さ
れ
け
れ
は
山
伏
の
す
か
た
に
て
そ
入
洛
せ
ら
れ
け
る

き
た
い
の
見
物
也
中
に
も
中
務
と
き
こ
へ
し
む
す
め
を

と
ら
れ
て
三
年
に
な
り
ぬ
か
こ
れ
も
さ
た
め
て
か
へ
り
の
ほ
ら

ん
と
て
む
か
い
の
こ
し
を
い
そ
き
つ
か
わ
し
け
る
に
め
ん
〳
〵
む

か
い
の
人
々
行
あ
ひ
て
よ
ろ
こ
ひ
を
な
し
や
か
て
の
り
も
の
を

さ
し
よ
せ
〳
〵
の
す
る
も
あ
り
ほ
り
江
の
中
務
の
む
か
い
の

も
の
と
も
か
の
人
々
に
と
ひ
け
れ
は
ち
か
き
こ
ろ
ま
て
命
な
か
ら
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『
大
江
山
奇
譚
』

▲
都
に
帰
還
す
る
一
行
。
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▲
◀
討
ち
取
っ
た
童
子
の
頭
を
車
に
の
せ
、
鬼
の
首
を
籠
に
掛
け
て
都
を
凱
旋

す
る
一
行
と
迎
え
る
家
族
や
沿
道
の
見
物
人
。
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『
大
江
山
奇
譚
』
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ゑ
て
お
は
せ
し
を
さ
か
な
に
と
て
む
な
し
く
な
し
奉
り
候
ぬ
あ

ま
り
に
い
た
は
し
く
存
し
て
び
ん
の
か
み
を
こ
れ
ま
て
も
ち
た

り
と
て
あ
る
女
房
と
り
い
た
し
渡
し
け
れ
は
む
か
ひ
の
人

〳
〵
こ
ゑ
を
た
て
ゝ
そ
か
な
し
み
け
る
ち
ゝ
は
ゝ
に
此
よ
し

申
け
れ
は
日
此
の
お
も
ひ
は
物
の
か
す
な
ら
す
い
の
ち
な
か
ら
へ

て
も
よ
し
な
し
と
天
に
あ
ふ
き
地
に
ふ
し
て
な
き
た
ま
ふ

こ
そ
こ
と
は
り
な
る
今
は
な
け
く
に
か
い
な
け
れ
は
と
て
そ
う

な
と
く
や
う
し
そ
の
い
と
な
み
心
の
お
よ
ふ
と
こ
ろ
お
こ
た
ら
す

と
そ
み
え
し
さ
て
も
頼
光
は
せ
ん
し
を
か
う
ふ
り
給
ひ
し
に

氏
神
八
幡
に
ま
い
り
て
き
せ
い
申
給
ふ
ゆ
へ
に
か
う
み
や
う

を
し
給
ひ
け
る
と
な
り
ま
た
清
明
か
う
ら
な
い
し
事
も

一
も
た
か
は
す
有
か
た
き
事
と
も
な
り
有
人
の
夢
に
み
け
る

は
一
条
院
と
申
は
み
ろ
く
ほ
さ
つ
の
け
し
ん
に
て
お
は
し

ま
す
頼
光
と
申
は
び
し
や
門
天
わ
う
の
け
し
ん
に
て
お
は
し

ま
す
さ
れ
は
御
心
に
佛
法
を
ひ
ろ
め
ん
た
め
に
此
國
に

け
し
や
う
し
給
ふ
頼
光
は
又
し
ゆ
こ
神
と
な
り
て
お
ん
て
き

を
か
う
ふ
く
し
給
ふ
也
こ
れ
し
か
し
な
か
ら
大
慈
大
悲
の
御

ち
か
い
な
り
さ
て
か
の
酒
呑
童
と
申
は
大
ろ
く
天
の

ま
わ
う
な
り
明
王
の
い
と
く
を
や
ふ
り
佛
法
の
た
め
に

て
き
を
な
し
し
ゆ
し
や
う
を
こ
と
〳
〵
く
け
ん
そ
く
に
せ
ん
と



（72）

『
大
江
山
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』

く
わ
た
つ
と
い
へ
と
も
か
の
く
わ
ん
お
ん
さ
つ
た
の
清
明
と

あ
ら
わ
れ
て
こ
と
の
よ
し
を
う
ら
な
ひ
給
ひ
け
る
と
そ
み
へ
け
る

こ
れ
の
み
な
ら
す
ひ
た
の
た
く
み
な
と
ゝ
申
も
此
御
代
の

時
な
り
い
つ
れ
も
ほ
さ
つ
の
化
身
と
し
て
百
王
の
の
ち

子
孫
下
生
の
後
ま
て
も
佛
法
王
法
に
さ
か
ん
成
へ
し

我
朝
の

　
　

行
す
へ
た
の

　
　
　
　
　
　

も
し
く
お
ほ
ゑ
侍
る
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